
規　　格 単　位 摘　    要
本工事

道路改良

道路土工

掘削工

掘削

土砂 ｵｰﾌﾟﾝｶｯﾄ
5,000m3未満 = 537.5 530

路体盛土工

路体(築堤)盛土

4.0m以上
= 102.0 100

路床盛土工

路床盛土

；施工幅員＝4.0m以上
= 381.1 380

作業土工

床掘り

土砂 標準
土留->無し；障害->無し = 327.5 320

埋戻し

最大埋戻幅1m以上4m未満

= 64.8 60
最大埋戻幅1m未満

= 112.7 110
基面整正

= 339.3 330
残土処理工

土砂等運搬

掘削

埋戻し

路体(築堤)盛土

　m3

埋戻し

　m3

　m3

数　量　総　括　表
令和07年度　　市道山田下広瀬線道路改良工事

事業区分 道路改良
工種区分 道路新設･改築

工 事 名

路床盛土

床掘り

数　量工　種・種　別・細　別・名　称 算　　              式

　m3

　m3

　m3

　m2

基面整正
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規　　格 単　位 摘　    要

数　量　総　括　表
令和07年度　　市道山田下広瀬線道路改良工事

事業区分 道路改良
工種区分 道路新設･改築

工 事 名

数　量工　種・種　別・細　別・名　称 算　　              式
土質->土砂(岩塊･玉石混り土含む)

；DID区間->無し = 88.0 80
残土等処分

土 砂
；投棄量８０m3 = 1.0 1

擁壁工

擁壁工

小型擁壁

SGW16
= 12.9 12

GW1
= 6.8 6

SGW1
= 5.4 5

= 24.5 24

= 1.0 1
重力式擁壁

GW15
= 10.9 10

SGW46
= 21.8 21

排水構造物工

側溝工

縁石一体型側溝

縁石一体型側溝用
= 197.3 197

自由勾配側溝

B:300×H: 300
= 120.9 120

B:300×H: 400
= 36.1 36

B:300×H: 500
= 14.0 14

土砂等運搬；(標準)

　m3

擁壁3

擁壁5

処分費

　式

擁壁1

　ｍ

　ｍ

　ｍ

　ｍ

擁壁2

　ｍ
擁壁4

擁壁6

　ｍ
擁壁7

　箇所

自由勾配側溝

　ｍ
自由勾配側溝

　ｍ

水路ﾌﾞﾛｯｸ設置

　ｍ

自由勾配側溝

　ｍ
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規　　格 単　位 摘　    要

数　量　総　括　表
令和07年度　　市道山田下広瀬線道路改良工事

事業区分 道路改良
工種区分 道路新設･改築

工 事 名

数　量工　種・種　別・細　別・名　称 算　　              式
B:300×H: 600

= 8.5 8
B:300×H: 800

= 1.3 1
ﾌﾟﾚｷｬｽﾄU型水路

= 9.0 9
現場打水路

NU234
= 12.3 12

取合Co

= 1.1 1
水路嵩上

L=3.3m
= 1.0 1

L=4.6m
= 1.0 1

側溝蓋

自由勾配側溝W300用
L500 = 127.0 127
自由勾配側溝W300用
L500 = 45.0 45
R5G230B

= 2.0 2

= 20.0 20
管渠工

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ台付管

BZ- 300
= 31.3 31

塩ビ管

VU150
砂基礎含む = 11.7 11
VU200
砂基礎含む = 5.1 5

自由勾配側溝

　ｍ

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄU型水路 [U形側溝(ﾄﾗ
ﾌ)] 　ｍ

自由勾配側溝

　ｍ

取合Co

　ｍ

水路嵩上1

　箇所

現場打U型側溝

　ｍ

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋

　枚
現場打水路ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋

　枚

水路嵩上2

　箇所

ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋

　枚

鉄筋コンクリート台付管工

　ｍ

塩化ﾋﾞﾆﾙ薄肉管(VU管)据付

　ｍ

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋撤去・再設置

　枚

塩化ﾋﾞﾆﾙ薄肉管(VU管)据付

　ｍ
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規　　格 単　位 摘　    要

数　量　総　括　表
令和07年度　　市道山田下広瀬線道路改良工事

事業区分 道路改良
工種区分 道路新設･改築

工 事 名

数　量工　種・種　別・細　別・名　称 算　　              式
VU300
砂基礎含む = 4.5 4
VP150
砂基礎含む = 13.1 13
VP200
砂基礎、ｺﾞﾑ製可とうﾏﾝﾎｰﾙ継手含む = 1.0 1

集水桝･ﾏﾝﾎｰﾙ工

現場打ち集水桝

500×500用ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
細目 T-25 ﾎﾞﾙﾄ固定 = 1.0 1
1000×1000用ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ　重量軽減型

観音開き　細目　T-25　取手付 = 1.0 1
ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ集水桝

縁石一体型側溝用
= 13.0 13

縁石一体型側溝用
= 3.0 3

縁石一体型側溝用
= 1.0 1

300*300*500
細目ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ = 1.0 1
300*300*800
細目ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ = 2.0 2
300*300*900
細目ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ = 1.0 1
300*300*1200
細目ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ = 1.0 1
400*400*600
細目ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ = 1.0 1
400*400*800
細目ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ = 2.0 2
300*600*600
細目ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ = 1.0 1
300*600*800
細目ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ = 2.0 2

防護工

防護工

= 5.0 5

塩化ﾋﾞﾆﾙ管(VP管)据付

　ｍ
塩化ﾋﾞﾆﾙ管(VP管)据付

　箇所

塩化ﾋﾞﾆﾙ薄肉管(VU管)据付

　ｍ

集水桝嵩上

　箇所

縁石一体型側溝管理桝

　箇所

現場打集水桝(500*500*1000)

　箇所

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ集水桝

　箇所
ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ集水桝

　箇所

縁石一体型側溝車道桝1

　箇所
縁石一体型側溝車道桝2

　箇所

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ集水桝

　箇所
ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ集水桝

　箇所

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ集水桝

　箇所
ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ集水桝

　箇所

防護工

　箇所

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ集水桝

　箇所
ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ集水桝

　箇所
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規　　格 単　位 摘　    要

数　量　総　括　表
令和07年度　　市道山田下広瀬線道路改良工事

事業区分 道路改良
工種区分 道路新設･改築

工 事 名

数　量工　種・種　別・細　別・名　称 算　　              式
補強ｺﾝｸﾘｰﾄ

= 1.0 1

= 1.0 1
雑工

現場打舗装止

= 10.2 10
t=100mm

= 110.2 110

= 4.0 4
縁石工

縁石工

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ

標準部
A型 = 100.2 100
水抜部
A型 = 25.2 25
切下擦付部
A型 = 6.0 6
乗入部
N型 = 64.0 64
乗入擦付部
A型 = 12.0 12

縁石一体型側溝

標準部
A型 = 10.4 10
切下擦付部
A型 = 4.0 4
歩道切下部
R2.5 = 20.7 20
歩道切下部
R4.5 = 3.5 3
歩道切下部
R6.0 = 9.0 9

現場打舗装止

　ｍ

補強ｺﾝｸﾘｰﾄ1

　箇所
補強ｺﾝｸﾘｰﾄ2

　箇所

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ(FA-1型)

　ｍ

張りｺﾝｸﾘｰﾄ

　m2
管理孔高さ調整

　箇所

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ(FN型)

　ｍ
歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ(FNS-1型)

　ｍ

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ(FM-1型)

　ｍ
歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ(FKS-1型)

　ｍ

縁石一体型側溝(FK-1型)

　ｍ
縁石一体型側溝(FK-1型)

　ｍ

縁石一体型側溝(FA-2型)

　ｍ
縁石一体型側溝(FKS-2型)

　ｍ

縁石一体型側溝(FK-1型)

　ｍ
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規　　格 単　位 摘　    要

数　量　総　括　表
令和07年度　　市道山田下広瀬線道路改良工事

事業区分 道路改良
工種区分 道路新設･改築

工 事 名

数　量工　種・種　別・細　別・名　称 算　　              式
歩道切下部
R12.0 = 12.8 12

駒止ﾌﾞﾛｯｸ

標準部
A型 = 19.9 19
切下部

= 19.7 19
切下斜用
A型 = 1.8 1

地先境界ﾌﾞﾛｯｸ

A型 12cm×12cm
基礎砕石:有り(再生砕石 RC-40) 基礎ｺﾝ:無 = 16.7 16

現場打街渠

NGF515A
= 4.0 4

NG515N
= 4.2 4

NGF515SA
= 1.0 1

構造物撤去工

構造物取壊し工

ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物取壊し

無筋構造物
= 9.9 9

鉄筋構造物
= 6.6 6

舗装版切断

As舗装版厚->15cm以下
5.8+78.2+48.4 = 132.4 130

Co舗装版厚->15cm以下
= 33.8 33

舗装版破砕

；障害->無し；撤去厚->15cm以下 56.7+307.6+527.7+1033.5 = 1925.5 1,920

；障害->無し；撤去厚->15cm以下 = 101.9 100

駒止ﾌﾞﾛｯｸ(FA-3型)

　ｍ
駒止ﾌﾞﾛｯｸ(FK-2型)

　ｍ

縁石一体型側溝(FK-1型)

　ｍ

現場打街渠

　ｍ
現場打街渠

　ｍ

駒止ﾌﾞﾛｯｸ(FKS-3型)

　ｍ

地先境界ブロック設置

　ｍ

構造物とりこわし工；[機械
施工] 　m3
構造物とりこわし工；[機械
施工] 　m3

現場打街渠

　ｍ

舗装版破砕(ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版)

　m2
舗装版破砕(ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装版)

　m2

舗装版切断(ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版)

　ｍ
舗装版切断(ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装版)

　ｍ
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規　　格 単　位 摘　    要

数　量　総　括　表
令和07年度　　市道山田下広瀬線道路改良工事

事業区分 道路改良
工種区分 道路新設･改築

工 事 名

数　量工　種・種　別・細　別・名　称 算　　              式
運搬処理工

殻運搬

ｺﾝｸﾘｰﾄ(無筋)構造物とりこわし

；ＤＩＤ区間無し Ｌ＝1.6km以下 = 9.9 9
ｺﾝｸﾘｰﾄ(鉄筋)構造物とりこわし

；ＤＩＤ区間無し Ｌ＝1.6km以下 = 6.6 6
舗装版破砕
；ＤＩＤ区間無し Ｌ＝3.5km以下 10.2+143.7 = 153.9 153

；運搬距離４６．４km = 1.0 1
殻処分

ｺﾝｸﾘｰﾄ殻(無筋)
；投棄量２０m3 = 1.0 1
ｺﾝｸﾘｰﾄ殻(鉄筋)
；投棄量６m3 = 1.0 1
ｱｽﾌｧﾙﾄ殻
；投棄量１４３m3 = 1.0 1
舗装版切断汚水
；投棄量０．３９t = 1.0 1

排水構造物撤去工

蓋版撤去

40kg以下
= 3.0 3

40～170kg以下
= 1.0 1

道路付属施設撤去工

車線分離標撤去

穿孔式
= 4.0 4

舗装

舗装工

舗装準備工

不陸整正

殻運搬

　m3
殻運搬

　m3

殻運搬

　m3

処分費

　式
処分費

　式

運搬費

　台

処分費

　式

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ撤去(再利用)

　枚
ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ撤去(再利用)

　枚

処分費

　式

着脱式車線分離標撤去工

　箇所
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規　　格 単　位 摘　    要

数　量　総　括　表
令和07年度　　市道山田下広瀬線道路改良工事

事業区分 道路改良
工種区分 道路新設･改築

工 事 名

数　量工　種・種　別・細　別・名　称 算　　              式
補足材料->有り(29mm以上34mm未満)

粒調砕石 M-25,M-30,M-40 = 126.7 126
補足材料->無し

= 1329.2 1,320
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(車道舗装)

下層路盤(車道･路肩部)

全仕上り厚->４００mm　2層施工

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ RC-30,RC-40 = 466.6 466
上層路盤(車道･路肩部)

粒調砕石 M-25,M-30,M-40

ｔ＝１００mm 466.6+188.1 = 654.7 654
基層(車道･路肩部)

ｔ＝５０mm
粗粒度ｱｽｺﾝ[再](20)；(2.35) = 466.6 466

表層(車道･路肩部)

ｔ＝５０mm
密粒度ｱｽｺﾝ[下水ｽﾗｸﾞ入再生材](13)；(2.35) = 466.6 466
ｔ＝50mm
密粒度ｱｽｺﾝ[下水ｽﾗｸﾞ入再生材](13)；(2.35) = 188.1 188
ｔ＝４０mm
密粒度ｱｽｺﾝ[下水ｽﾗｸﾞ入再生材](13)；(2.35) = 126.7 126

透水性舗装工(歩道舗装)

ﾌｨﾙﾀｰ層

ｔ＝40mm以上60mm未満
洗砂 471.2+178.2 = 649.4 649

上層路盤(歩道部)

全仕上り厚ｔ＝１００　1層施工

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ RC-30,RC-40 = 471.2 471
全仕上り厚ｔ＝１５０　1層施工

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ RC-30,RC-40 178.2+25.1 = 203.3 203
基層

ｔ＝７０mm
粗粒度ｱｽｺﾝ[再](20)；(2.20) = 25.1 25

表層

不陸整正

　m2

下層路盤(車道・路肩部)

　m2

上層路盤(車道・路肩部)

　m2

不陸整正

　m2

表層(車道・路肩部)

　m2
表層(車道・路肩部)

　m2

基層(車道・路肩部)

　m2

　m2

上層路盤(歩道部)

　m2

　m2

表層(車道・路肩部)

フィルター層

　m2

　m2

上層路盤(歩道部)

基層(歩道部)
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規　　格 単　位 摘　    要

数　量　総　括　表
令和07年度　　市道山田下広瀬線道路改良工事

事業区分 道路改良
工種区分 道路新設･改築

工 事 名

数　量工　種・種　別・細　別・名　称 算　　              式
ｔ＝３０mm
一般･4t以下乗入部->開粒度As(13)；(2.05) = 471.2 471
ｔ＝５０mm
一般･4t以下乗入部->開粒度As(13)；(2.05) = 178.2 178
ｔ＝３０mm
細粒度ｱｽｺﾝ[再](13)；(2.15) = 25.1 25

防護柵工

路側防護柵工

ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ

景観塗装品 Gp-C-2B 路側用

= 2.7 2
防止柵工

転落(横断)防止柵

転落防止柵（景観塗装）

；KPT-1106W 同等品以上 = 23.6 23
立入防止柵

H=900
= 34.3 34

標識工

小型標識工

標識柱

ｾﾐﾌﾗｯﾄ部
H-1型 = 1.0 1
路肩部
H-3型 = 1.0 1
ｾﾐﾌﾗｯﾄ部
H-1型 = 2.0 2
ﾏｳﾝﾄｱｯﾌﾟ部
H-2型 = 1.0 1
路肩部
H-3型 = 4.0 4

標識板

201～215系　1.3倍
= 7.0 7

透水性アスファルト舗装

　m2

　ｍ

透水性アスファルト舗装

　m2

　m2

表層(歩道部)

ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ設置工 [ｺﾝｸﾘｰﾄ建
込]

　ｍ

　ｍ

横断･転落防止柵設置工 [ｺﾝｸ
ﾘｰﾄ建込]

立入防止柵設置

標識基礎設置

　基
標識柱・基礎設置

　基

標識基礎設置

　基

警戒標識板設置

　基

標識柱・基礎設置

　基

　基

標識柱・基礎設置
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規　　格 単　位 摘　    要

数　量　総　括　表
令和07年度　　市道山田下広瀬線道路改良工事

事業区分 道路改良
工種区分 道路新設･改築

工 事 名

数　量工　種・種　別・細　別・名　称 算　　              式

= 1.0 1
区画線工

区画線工

溶融式区画線

実線　15cm　t=1.5mm
= 389.8 380

実線　15cm　t=1.5mm
= 51.8 51

破線　15cm　t=1.5mm
= 88.5 88

道路付属施設工

道路付属物工

線形誘導標

= 2.0 2
車止めﾎﾟｽﾄ

= 16.0 16
車線分離標

穿孔式 φ80×H800 ﾍﾞｰｽφ250

= 3.0 3
縁石鋲

小型鋲(両面反射 貼付式) 設置幅10cm

= 38.0 38
誘導用ﾀｲﾙ

= 80.4 80
道路反射鏡工

道路反射鏡

ﾒﾀｸﾘﾙ板
2面鏡φ800 = 1.0 1

　基

標識板撤去 [路線番号・警
戒・規制標識]

区画線設置［溶融式］

　ｍ

　ｍ

区画線設置［溶融式］

　ｍ

区画線設置［溶融式］

　基

　枚

線形誘導標

車止めポスト

　ｍ

　基

　個

着脱式車線分離標設置工

道路鋲設置工

誘導タイル設置

　基

道路反射鏡
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規　　格 単　位 摘　    要

数　量　総　括　表
令和07年度　　市道山田下広瀬線道路改良工事

事業区分 道路改良
工種区分 道路新設･改築

工 事 名

数　量工　種・種　別・細　別・名　称 算　　              式
照明工

照明灯設置工

E-1型
= 2.0 2

仮設工

交通管理工

交通誘導警備員

= 184.0 184
事業損失防止施設費　　　　　　　　　　　

役務費　　　　　　　　　　　　　　　　　

運搬費　　　　　　　　　　　　　　　　　

準備費　　　　　　　　　　　　　　　　　

技術管理費　　　　　　　　　　　　　　　

営繕費　　　　　　　　　　　　　　　　　

安全費　　　　　　　　　　　　　　　　　

回航費　　　　　　　　　　　　　　　　　

水雷傷害保険料　　　　　　　　　　　　　

現場環境改善費　　　　　　　　　　　　　

工事一時中止増加費用　　　　　　　　　　

スクラップ控除　　　　　　　　　　　　　

　基

照明灯設置

　人日

交通誘導警備員 Ｂ

(11/15)
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規　　格 単　位 摘　    要

数　量　総　括　表
令和07年度　　市道山田下広瀬線道路改良工事

事業区分 道路改良
工種区分 道路新設･改築

工 事 名

数　量工　種・種　別・細　別・名　称 算　　              式
附帯工事費(1)

道路改良

道路土工

路体盛土工

路体(築堤)盛土

2.5m以上4.0m未満
= 64.4 60

作業土工

床掘り

土砂 標準
土留->無し；障害->無し = 22.0 20

埋戻し

最大埋戻幅1m未満
= 5.8 5

基面整正

= 42.7 40
擁壁工

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ擁壁工

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ擁壁

1100×2000
= 10.0 10

1200×2000
= 6.0 6

1400×2000
= 6.0 6

1700×2000
= 6.0 6

1900×2000
= 4.0 4

2000×2000
= 2.0 2

　m3

　m3

路体(築堤)盛土

床掘り

　m2

　m3

埋戻し

基面整正

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ逆L擁壁

　ｍ
ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ逆L擁壁

　ｍ

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ逆L擁壁

　ｍ
ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ逆L擁壁

　ｍ

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ逆L擁壁

　ｍ
ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ逆L擁壁

　ｍ

(12/15)
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規　　格 単　位 摘　    要

数　量　総　括　表
令和07年度　　市道山田下広瀬線道路改良工事

事業区分 道路改良
工種区分 道路新設･改築

工 事 名

数　量工　種・種　別・細　別・名　称 算　　              式
2200×2000

= 2.0 2
雑工

ｽｸﾘｰﾝ設置

ｽｸﾘｰﾝ設置

= 1.0 1
舗装

舗装工

舗装準備工

不陸整正

補足材料->有り(29mm以上34mm未満)

粒調砕石 M-25,M-30,M-40 = 302.9 302
補足材料->有り(67mm以上75mm未満)

粒調砕石 M-25,M-30,M-40 = 219.5 219
補足材料->無し

= 787.6 787
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(車道舗装)

下層路盤(車道･路肩部)

全仕上り厚->４００mm　2層施工

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ RC-30,RC-40 = 129.6 129
全仕上り厚->２００mm　1層施工

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ RC-30,RC-40 = 478.9 478
全仕上り厚->１２０mm　1層施工

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ RC-30,RC-40 = 185.7 185
上層路盤(車道･路肩部)

粒調砕石 M-25,M-30,M-40

ｔ＝１００mm 129.6+60.2 = 189.8 189
瀝青安定処理材(再生材) TOP25

ｔ＝１００mm 478.9+185.7 = 664.6 664
基層(車道･路肩部)

ｔ＝５０mm
粗粒度ｱｽｺﾝ[再](20)；(2.35) 302.9+129.6 = 432.5 432

　ｍ

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ逆L擁壁

不陸整正

　m2
不陸整正

　m2

　箇所

ｽｸﾘｰﾝ設置

下層路盤(車道・路肩部)

　m2
下層路盤(車道・路肩部)

　m2

　m2

不陸整正

　m2

基層(車道・路肩部)

　m2

　m2

上層路盤(車道・路肩部)

　m2

下層路盤(車道・路肩部)

上層路盤(車道・路肩部)

(13/15)
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規　　格 単　位 摘　    要

数　量　総　括　表
令和07年度　　市道山田下広瀬線道路改良工事

事業区分 道路改良
工種区分 道路新設･改築

工 事 名

数　量工　種・種　別・細　別・名　称 算　　              式
ｔ＝５０mm
粗粒度ｱｽｺﾝ[再](20)；(2.35) 478.9+185.7 = 664.6 664

表層(車道･路肩部)

ｔ＝５０mm
密粒度ｱｽｺﾝ[下水ｽﾗｸﾞ入再生材](13)；(2.35) = 1097.1 1,090
ｔ＝50mm
密粒度ｱｽｺﾝ[下水ｽﾗｸﾞ入再生材](13)；(2.35) = 60.2 60
ｔ＝４０mm
密粒度ｱｽｺﾝ[下水ｽﾗｸﾞ入再生材](13)；(2.35) = 219.5 219

透水性舗装工(歩道舗装)

ﾌｨﾙﾀｰ層

ｔ＝40mm以上60mm未満
洗砂 106.6+12.3 = 118.9 118

上層路盤(歩道部)

全仕上り厚ｔ＝１００　1層施工

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ RC-30,RC-40 = 106.6 106
全仕上り厚ｔ＝１５０　1層施工

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ RC-30,RC-40 = 12.3 12

表層

ｔ＝３０mm
一般･4t以下乗入部->開粒度As(13)；(2.05) = 106.6 106
ｔ＝５０mm
一般･4t以下乗入部->開粒度As(13)；(2.05) = 12.3 12

区画線工

区画線工

溶融式区画線

実線　15cm　t=1.5mm
= 677.6 670

破線　15cm　t=1.5mm
= 45.0 45

実線　20cm　t=1.5mm
= 20.2 20

ゼブラ　45cm　t=1.5mm

= 46.4 46

表層(車道・路肩部)

　m2

　m2

　m2

　m2

基層(車道・路肩部)

302.9+129.6+478.9+185.7
表層(車道・路肩部)

表層(車道・路肩部)

上層路盤(歩道部)

　m2

フィルター層

　m2

区画線設置［溶融式］

　ｍ

　m2

　m2

　m2
基層(歩道部)

上層路盤(歩道部)

透水性アスファルト舗装

透水性アスファルト舗装

区画線設置［溶融式］

　ｍ

区画線設置［溶融式］

　ｍ
区画線設置［溶融式］

　ｍ
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規　　格 単　位 摘　    要

数　量　総　括　表
令和07年度　　市道山田下広瀬線道路改良工事

事業区分 道路改良
工種区分 道路新設･改築

工 事 名

数　量工　種・種　別・細　別・名　称 算　　              式
ゼブラ　45cm　t=1.5mm

= 87.6 87
矢印・記号・文字　15cm換算　t=1.5mm

= 20.1 20
矢印・記号・文字　15cm換算　t=1.5mm

= 86.1 86
区画線消去

削取り式
= 141.0 141

支障上下水道管移設工

支障上下水道管移設工

支障上水道管移設

= 1.0 1
支障下水道管移設

= 1.0 1
仮設工

交通管理工

交通誘導警備員

= 28.0 28
事業損失防止施設費　　　　　　　　　　　

役務費　　　　　　　　　　　　　　　　　

運搬費　　　　　　　　　　　　　　　　　

準備費　　　　　　　　　　　　　　　　　

技術管理費　　　　　　　　　　　　　　　

営繕費　　　　　　　　　　　　　　　　　

安全費　　　　　　　　　　　　　　　　　

区画線設置［溶融式］

　ｍ
区画線設置［溶融式］

　ｍ

区画線消去

　ｍ
区画線設置［溶融式］

　ｍ

　式

支障下水道管移設

交通誘導警備員 Ｂ

支障上水道管移設

　式

　人日

(15/15)
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名    称 規    格 算          式 数  量 単位 備    考

本工事費（道路改良）

道路土工

数量計算書

掘削 土砂(機械) 537.5 537.5 m3

数量計算書

路床盛土 流用土 4.0≦W 381.1 381.1 m3

数量計算書

路体盛土 流用土 4.0≦W 102.0 102.0 m3

作業土工

作業土工集計・構造物工・

床掘り 床掘 土砂(機械) 115.1+87.6+92.7+32.1 327.5 m3 安全施設工 

構造物工・安全施設工 

埋戻し 流用土 1.0≦W＜4.0 53.2+11.6 64.8 m3

作業土工集計・構造物工・

埋戻し 流用土 W＜1.0 47.5+38.9+12.4+13.9 112.7 m3 安全施設工 

構造物工・

基面整正 基面整正 土砂 286.5+42.2+10.6 339.3 m2 縁石工・安全施設工 

残土処理工

残土計算 残土計算 礫質土 537.5+327.5-(381.1+102.0+64.8+112.7)/0.9 131.0 m3

附帯工土工集計表

残土処分 残土処分 礫質土 131.0-43.0 88.0 m3 一部附帯工へ流用

道路改良 土工集計表

種 別・細 別
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工種

距離 断面積 平  均 立 積 断面積 平  均 立 積 断面積 平  均 立 積

m m2 m2 m3 m2 m2 m3 m2 m2 m3

NO.0 0.0 - - - - - - - - -

NO.0 +5.7 5.7 7.8 - - - - - - - -

NO.0 +10.0 4.3 7.8 7.80 33.5 - - - - - -

NO.1 10.0 8.3 8.05 80.5 0.0 - - 0.0 - -

NO.2 20.0 0.0 4.15 83.0 8.7 4.35 87.0 6.8 3.40 68.0

NO.2 +10.00 10.0 0.0 0.00 0.0 15.0 11.85 118.5 0.0 3.40 34.0

NO.3 10.0 0.9 0.45 4.5 5.3 10.15 101.5 - - -

NO.4 20.0 1.2 1.05 21.0 0.4 2.85 57.0 - - -

NO.5 20.0 7.3 4.25 85.0 0.0 0.20 4.0 - - -

NO.6 20.0 5.0 6.15 123.0 - - - - - -

NO.7 20.0 2.1 3.55 71.0 - - - - - -

NO.8 20.0 1.5 1.80 36.0 - - - - - -

北側既設道路

NO.0 +16.00 0.0 - - - 1.2 - - - - -

NO.1 +3.50 7.5 - - - 1.2 1.20 9.0 - - -

南側既設道路

NO.0 +16.5 0.0 - - - 0.5 - - - - -

NO.1 +4.6 8.1 - - - 0.5 0.50 4.1 - - -

- - - - - -

- - - -

- - - -

m m3 m3 m3

  合     計 175.6 537.5 381.1 102.0

B-B断面
使用

A-A断面
使用

A-A断面
使用

B-B断面
使用

B-B断面
使用

B-B断面
使用

B-B断面
使用

B-B断面
使用

(道路改良）

道路土工数量計算書

4.0≦W摘  要

路床盛土

4.0≦W

A-A断面
使用

路体盛土

A-A断面
使用

摘  要測  点

掘削

摘  要

A-A断面
使用

土砂

A-A断面
使用
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工種

距離 断面積 平  均 立 積 断面積 平  均 立 積

m m2 m2 m3 m2 m2 m3

NO.0 0.0 - - - - - -

NO.0 +5.7 5.7 0.8 - - 0.4 - -

NO.0 +10.0 4.3 0.8 0.80 3.4 0.4 0.40 1.7

NO.1 10.0 0.7 0.75 7.5 0.3 0.35 3.5

NO.2 20.0 1.1 0.90 18.0 0.3 0.30 6.0

NO.2 +10.00 10.0 0.0 0.55 5.5 0.0 0.15 1.5

NO.3 10.0 1.0 0.50 5.0 0.4 0.20 2.0

NO.4 20.0 0.9 0.95 19.0 0.4 0.40 8.0

NO.5 20.0 0.9 0.90 18.0 0.4 0.40 8.0

NO.5 +18.0 18.0 0.9 0.90 16.2 0.4 0.40 7.2

NO.6 2.0 - - - - - -

NO.6 +2.4 2.4 0.5 - - 0.2 - -

NO.7 17.6 0.5 0.50 8.8 0.2 0.20 3.5

NO.7 +14.4 14.4 0.5 0.50 7.2 0.2 0.20 2.9

NO.8 5.6 - - - - - -

北側既設道路

NO.0 +16.00 0.0 - - - - - -

NO.1 +3.50 7.5 - - - - - -

南側既設道路

NO.0 +16.5 0.0 0.8 - - 0.4 - -

NO.1 +4.6 8.1 0.8 0.80 6.5 0.4 0.40 3.2

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

m m3 m3

  合     計 175.6 115.1 47.5

測  点

床堀(左)

摘  要

埋戻(左)

摘  要

(道路改良）

作業土工数量計算書

摘  要土砂 W1＜1.0

A-A断面
使用

A-A断面
使用

B-B断面
使用

B-B断面
使用

B-B断面
使用

B-B断面
使用

A-A断面
使用

A-A断面
使用
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工種

距離 断面積 平  均 立 積 断面積 平  均 立 積

m2 m2 m3 m2 m2 m3

NO.0 0.0 - - - - - -

NO.0 +5.7 5.7 0.1 - - 0.1 - -

NO.0 +10.0 4.3 0.1 0.10 0.4 0.1 0.10 0.4

NO.1 10.0 0.1 0.10 1.0 0.1 0.10 1.0

NO.2 20.0 0.0 0.05 1.0 0.0 0.05 1.0

NO.2 +10.00 10.0 - - - - - -

NO.3 10.0 - - - - - -

NO.3 +11.1 11.1 0.8 - - 0.3 - -

NO.4 8.9 0.8 0.80 7.1 0.3 0.30 2.7

NO.5 20.0 0.8 0.80 16.0 0.4 0.35 7.0

NO.6 20.0 1.3 1.05 21.0 0.5 0.45 9.0

NO.7 20.0 0.7 1.00 20.0 0.3 0.40 8.0

NO.7 +14.4 14.4 0.7 0.70 10.1 0.3 0.30 4.3

NO.8 5.6 - - - - - -

北側既設道路

NO.0 +16.00 0.0 0.6 - - 0.3 - -

NO.1 +3.50 7.5 0.6 0.60 4.5 0.3 0.30 2.3

南側既設道路

NO.0 +16.5 0.0 0.8 - - 0.4 - -

NO.1 +4.6 8.1 0.8 0.80 6.5 0.4 0.40 3.2

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

m m3 m3

  合     計 175.6 87.6 38.9

土砂 W1＜1.0

(道路改良）

作業土工数量計算書

測  点

床堀(右)

摘  要

埋戻(右)

摘  要 摘  要

B-B断面
使用

B-B断面
使用

A-A断面
使用

A-A断面
使用

B-B断面
使用

B-B断面
使用

A-A断面
使用

A-A断面
使用
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名    称 規    格 算          式 数  量 単位 備    考

擁壁工

計画平面図

擁壁1 擁壁1 SGW16 12.9 12.9 m

計画平面図

擁壁2 擁壁2 GW15 10.9 10.9 m

計画平面図

擁壁3 擁壁3 GW1 6.8 6.8 m

計画平面図

擁壁4 擁壁4 SGW46 21.8 21.8 m

計画平面図

擁壁5 擁壁5 SGW1 5.4 5.4 m

計画平面図

擁壁6 擁壁6 24.5 24.5 m

計画平面図

擁壁7 擁壁7 1.0 1.0 箇所

側溝工

計画平面図

縁石一体型側溝 水路ブロック φ150相当 (26.0+26.4+24.8+8.9+14.1)+(23.3+23.3+14.3+16.9+13.9+5.4) 197.3 m

計画平面図

自由勾配側溝 自由勾配側溝 W300×H300 43.7+53.7+7.5+8.0+8.0 120.9 m

計画平面図

自由勾配側溝 自由勾配側溝 W300×H400 21.6+8.5+2.0+2.0+2.0 36.1 m

計画平面図

自由勾配側溝 自由勾配側溝 W300×H500 14.0 14.0 m

計画平面図

自由勾配側溝 自由勾配側溝 W300×H600 5.0+1.5+2.0 8.5 m

計画平面図

自由勾配側溝 自由勾配側溝 W300×H800 1.3 1.3 m

計画平面図

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄU型水路 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄU型水路 W240×H240 9.0 9.0 m

構造物工集計表

種 別・細 別
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名    称 規    格 算          式 数  量 単位 備    考

構造物工集計表

種 別・細 別

計画平面図

現場打水路 現場打水路 NU234 1.8+5.0+5.5 12.3 m

計画平面図

取合Co 取合Co 1.1 1.1 m

計画平面図

水路嵩上 水路嵩上1 1.0 1.0 箇所 L=3.3m

計画平面図

水路嵩上2 1.0 1.0 箇所 L=4.6m

自由勾配側溝 W300用 計画平面図

側溝蓋 ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋 L500 58.0+43.0+7.0+9.0+10.0 127.0 枚

自由勾配側溝 W300用 計画平面図

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 L500 21.0+15.0+3.0+3.0+3.0 45.0 枚

計画平面図

現場打水路ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 R5G230B 2.0 2.0 枚

計画平面図

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋撤去・再設置 4.0+5.0+5.0+6.0 20.0 枚

管渠工

計画平面図

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ台付管 台付管 BZ-300 3.6+(4.1+0.4+4.3+4.1+4.1)+3.5+7.2 31.3 m

計画平面図

塩ビ管 塩ビ管 VUφ150 (0.7+0.6+5.4+2.6)+1.9+0.5 11.7 m

計画平面図

塩ビ管 VUφ200 1.8+3.3 5.1 m

計画平面図

塩ビ管 VUφ300 1.9+2.6 4.5 m

計画平面図

塩ビ管 VPφ150 13.1 13.1 m

計画平面図

塩ビ管 VPφ200 1.0 1.0 箇所 くら型ﾏﾝﾎｰﾙ継手により管理孔に接続

集水桝・ﾏﾝﾎｰﾙ工
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名    称 規    格 算          式 数  量 単位 備    考

構造物工集計表

種 別・細 別

500×500×1000 計画平面図

現場打集水桝 現場打集水桝 500×500用T-25細目ボルト固定 1.0 1.0 箇所

計画平面図

集水桝嵩上 集水桝嵩上 1.0 1.0 箇所

計画平面図

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ集水桝 普通目ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ 6.0+7.0 13.0 箇所

計画平面図

普通目ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ 2.0+1.0 3.0 箇所

計画平面図

普通目ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ 1.0 1.0 箇所

300×300×500 計画平面図

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ集水桝 細目Gr 1.0 1.0 箇所 PC8

300×300×800 計画平面図

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ集水桝 細目Gr 2.0 2.0 箇所 PC3、PC5

300×300×900 計画平面図

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ集水桝 細目Gr 1.0 1.0 箇所 PC1

300×300×1200 計画平面図

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ集水桝 細目Gr 1.0 1.0 箇所 PC9

400×400×600 計画平面図

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ集水桝 細目Gr 1.0 1.0 箇所 PC6

400×400×800 計画平面図

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ集水桝 細目Gr 2.0 2.0 箇所 PC4、PC7

300×600×600 計画平面図

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ集水桝 細目Gr 1.0 1.0 箇所 PC10

300×600×800 計画平面図

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ集水桝 細目Gr 2.0 2.0 箇所 PC2、PC11

防護工

計画平面図

防護工 防護工 5.0 5.0 箇所

計画平面図

補強ｺﾝｸﾘｰﾄ 補強ｺﾝｸﾘｰﾄ1 1.0 1.0 箇所

縁石一体型側溝
管理桝

縁石一体型側溝
車道桝1

縁石一体型側溝
車道桝2
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名    称 規    格 算          式 数  量 単位 備    考

構造物工集計表

種 別・細 別

計画平面図

補強ｺﾝｸﾘｰﾄ2 1.0 1.0 箇所

雑工

計画平面図

現場打舗装止 現場打舗装止 10.2 10.2 m

計画平面図

張りｺﾝｸﾘｰﾄ 張りｺﾝｸﾘｰﾄ t=10㎝ (64.6+36.5+8.3)+0.8 110.2 m2

計画平面図

管理孔高さ調整 管理孔高さ調整 4.0 4.0 箇所
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W＜2.5
2.5≦W＜

4.0
W＜1.0

1.0≦W＜
4.0

擁壁工

擁壁1 擁壁1 SGW16 18.3 12.5 11.0 

擁壁2 擁壁2 GW15 17.4 

擁壁3 擁壁3 GW1 4.1 2.0 5.4 

擁壁4 擁壁4 SGW46 17.4 

擁壁5 擁壁5 SGW1 1.9 1.2 2.7 

擁壁6 擁壁6 15.2 

側溝工

縁石一体型側溝 水路ブロック φ150相当 69.1 

自由勾配側溝 自由勾配側溝 W300×H300 72.5 

自由勾配側溝 自由勾配側溝 W300×H400 21.7 

自由勾配側溝 自由勾配側溝 W300×H500 8.4 

自由勾配側溝 自由勾配側溝 W300×H600 5.1 

自由勾配側溝 自由勾配側溝 W300×H800 0.8 

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄU型水路 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄU型水路 W240×H240 2.9 

現場打水路 現場打水路 NU234 9.8 3.7 8.6 

取合Co 取合Co 0.6 

管渠工

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ台付管 台付管 BZ-300 47.0 40.7 13.8 

塩ビ管 塩ビ管 VUφ150 3.5 1.2 

塩ビ管 VUφ200 1.0 0.5 

塩ビ管 VUφ300 1.8 0.5 

構造物工 作業土工集計表

種別・細別 名  称 規  格 摘  要盛土(m3)
床堀
(m3)

埋戻(m3)
掘削
(m3)

数          量

基面整正
(m2)
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W＜2.5
2.5≦W＜

4.0
W＜1.0

1.0≦W＜
4.0

構造物工 作業土工集計表

種別・細別 名  称 規  格 摘  要盛土(m3)
床堀
(m3)

埋戻(m3)
掘削
(m3)

数          量

基面整正
(m2)

塩ビ管 VPφ150 3.9 2.6 

塩ビ管 VPφ200 1.4 0.7 

集水桝・ﾏﾝﾎｰﾙ工
500×500×1000

現場打集水桝 現場打集水桝 500×500用T-25細目ボルト固定 0.8 

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ集水桝 普通目ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ 4.9 

普通目ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ 1.2 

普通目ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ 0.4 
300×300×500

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ集水桝 細目Gr 0.4 
300×300×800

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ集水桝 細目Gr 0.7 
300×300×900

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ集水桝 細目Gr 0.4 
300×300×1200

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ集水桝 細目Gr 0.4 
400×400×600

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ集水桝 細目Gr 0.5 
400×400×800

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ集水桝 細目Gr 1.0 
300×600×600

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ集水桝 細目Gr 0.6 
300×600×800

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ集水桝 細目Gr 1.1 

雑工

現場打舗装止 現場打舗装止 1.5 

0.0 0.0 0.0 92.7 12.4 53.2 286.5 

縁石一体型側溝
車道桝2

合　　計

※数量は、単位数量計算書より

縁石一体型側溝
管理桝

縁石一体型側溝
車道桝1

406/542



L = 12.9  m

単位数量

(10m当り)

小型構造物標準図集より

0.425×10 4.3  12.9  5.5  m3

小型構造物標準図集より

2.097×10 20.97 12.9  27.1  m2

小型構造物標準図集より

0.200×10 2.0  12.9  2.6  m2

小型構造物標準図集より

0.085×10 0.9  12.9  1.2  m3

(2.1+1.25)×0.85/2×10 14.2  12.9  18.3  m3

(1.42-0.45)×10 9.7  12.9  12.5  m3

0.85×10 8.5  12.9  11.0  m2

L = 10.9  m

単位数量

(10m当り)

小型構造物標準図集より

1.800×10 18.0  10.9  19.6  m3

小型構造物標準図集より

4.236×10 42.36 10.9  46.2  m2

小型構造物標準図集より

0.200×10 2.0  10.9  2.2  m2

小型構造物標準図集より

0.160×10 1.6  10.9  1.7  m3

1.60×10 16.0  10.9  17.4  m2
基面整正 土 砂

18-8-40BB

単位

ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-40BB

型枠 無筋構造物

基礎型枠 均しｺﾝｸﾘｰﾄ

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式 延長･箇所 数 量

埋戻 1.0≦W＜4.0

基面整正 土 砂

単位数量計算書 擁壁2《 GW15 》

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-40BB

床堀

延長･箇所 数 量 単位

ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-40BB

型枠 無筋構造物

基礎型枠 均しｺﾝｸﾘｰﾄ

単位数量計算書 擁壁1《 SGW16 》

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式
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L = 6.8  m

単位数量

(10m当り)

小型構造物標準図集より

0.500×10 5.0  6.8  3.4  m3

小型構造物標準図集より

2.020×10 20.20 6.8  13.7  m2

小型構造物標準図集より

0.200×10 2.0  6.8  1.4  m2

小型構造物標準図集より

0.080×10 8.0  6.8  5.4  m3

1.2×0.5×10 6.0  6.8  4.1  m3

(0.60-0.30)×10 3.0  6.8  2.0  m3

0.8×10 8.0  6.8  5.4  m2

L = 21.8  m

単位数量

(10m当り)

小型構造物標準図集より

0.675×10.0 6.8  21.8  14.8  m3

小型構造物標準図集より

3.030×10.0 30.30 21.8  66.1  m2

小型構造物標準図集より

0.200×10 2.0  21.8  4.4  m2

小型構造物標準図集より

0.080×10.0 0.8  21.8  1.7  m3

0.80×10 8.0  21.8  17.4  m2
基面整正 土 砂

単位

ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-40BB

型枠 無筋構造物

基礎型枠 均しｺﾝｸﾘｰﾄ

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-40BB

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式 延長･箇所 数 量

埋戻 W＜1.0

基面整正 土 砂

単位数量計算書 擁壁4《 SGW46 》

均しｺﾝｸﾘｰﾄ

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-40BB

床堀

延長･箇所 数 量 単位

ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-40BB

型枠 無筋構造物

基礎型枠

単位数量計算書 擁壁3《 GW1 》

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式
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L = 5.4  m

単位数量

(10m当り)

小型構造物標準図集より

0.113×10 1.1  5.4  0.6  m3

小型構造物標準図集より

1.022×10 10.22 5.4  5.5  m2

小型構造物標準図集より

0.200×10 2.0  5.4  1.1  m2

小型構造物標準図集より

0.050×10 0.5  5.4  0.3  m3

0.9×0.4×10 3.6  5.4  1.9  m3

(0.36-0.13)×10 2.3  5.4  1.2  m3

0.50×10 5.0  5.4  2.7  m2

L = 24.5  m

単位数量

(10m当り)

(0.30+0.42)×0.6/2×10 2.2  24.5  5.4  m3

(0.60+0.612)×10 12.12 24.5  29.7  m2

0.200×10 2.0  24.5  4.9  m2

(0.62×0.10)×10 0.6  24.5  1.5  m3

0.62×10 6.2  24.5  15.2  m2
基面整正 土 砂

単位

ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-40BB

型枠 無筋構造物

基礎型枠 均しｺﾝｸﾘｰﾄ

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-40BB

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式 延長･箇所 数 量

埋戻 W＜1.0

基面整正 土 砂

単位数量計算書 擁壁6

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-40BB

床堀

延長･箇所 数 量 単位

ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-40BB

型枠 無筋構造物

基礎型枠 均しｺﾝｸﾘｰﾄ

単位数量計算書 擁壁5《 SGW1 》

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式
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N = 1.0  箇所

単位数量

(10箇所当り)

(0.30+0.45)×0.5/2×1.9×10 3.6  1.0  0.4  m3

(0.500+0.522)×1.9×10 19.4 1.0  1.9  m2

0.20×8×0.995×10 15.9 1.0  1.59 kg

L = m

単位数量

(10m当り)
単位略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式 延長･箇所 数 量

単位数量計算書

D13

延長･箇所 数 量 単位

ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-40BB

型枠 小型構造物

差筋

単位数量計算書 擁壁7

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式
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L = 197.3  m

単位数量

(10m当り)

10.0/1.0 10.0  197.3  197.3  個

0.30×0.03×10.0 0.1  197.3  2.0  m3

0.35×10.0 3.5  197.3  69.1  m2

0.35×10.0 3.5  197.3  69.1  m2

単位数量

(10m当り)
単位略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式 延長･箇所 数 量

基面整正 土 砂

単位数量計算書

延長･箇所 数 量 単位

水路ﾌﾞﾛｯｸ φ150相当

敷ﾓﾙﾀﾙ 1:3

基礎砕石 RC-40 t=100

単位数量計算書 縁石一体型側溝 水路ブロック

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式

縁石工
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L = 120.9  m

単位数量

(10m当り)

10.0/2.00 5.0  120.9  60.5  本

0.30×0.09×10.0 0.3  120.9  3.6  m3

0.10×0.03×2×10.0 0.06 120.9  0.73 m3

0.10×2×10.0 2.0  120.9  24.2  m2

0.60×0.10×10.0 0.6  120.9  7.3  m3

0.60×10.0 6.0  120.9  72.5  m2

0.60×10.0 6.0  120.9  72.5  m2

L = 36.1  m

単位数量

(10m当り)

10.0/2.00 5.0  36.1  18.1  本

0.30×0.10×10.0 0.3  36.1  1.1  m3

0.10×0.03×2×10.0 0.06 36.1  0.22 m3

0.10×2×10.0 2.0  36.1  7.2  m2

0.60×0.10×10.0 0.6  36.1  2.2  m3

0.60×10.0 6.0  36.1  21.7  m2

0.60×10.0 6.0  36.1  21.7  m2

単位数量計算書 自由勾配側溝《 W300×H300 》

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式 延長･箇所 数 量 単位

自由勾配側溝
標準用
300×300

ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ 18-12-20BB

敷ﾓﾙﾀﾙ 1:3

基礎型枠 均しｺﾝｸﾘｰﾄ

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-12-20BB

基礎砕石 RC-40 t=150

基面整正 土 砂

単位数量計算書 自由勾配側溝《 W300×H400 》

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式 延長･箇所 数 量 単位

自由勾配側溝
標準用
300×400

ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ 18-12-20BB

敷ﾓﾙﾀﾙ 1:3

基礎型枠 均しｺﾝｸﾘｰﾄ

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-12-20BB

基礎砕石 RC-40 t=150

基面整正 土 砂

呼 称
h H

寸 法

t t+30

インバート
コンクリート

300× 800 700 945

自由勾配側溝(標準用 W300型)寸法一覧表

150 180

300× 600 550 745 130 160

300× 400 320 545 70 100

300× 500 480 645 90 120

300× 300 300 445 60 90

呼 称
h H

寸 法

t t+30

インバート
コンクリート

300× 800 700 945

自由勾配側溝(標準用 W300型)寸法一覧表

150 180

300× 600 550 745 130 160

300× 400 320 545 70 100

300× 500 480 645 90 120

300× 300 300 445 60 90
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L = 14.0  m

単位数量

(10m当り)

10.0/2.00 5.0  14.0  7.0  本

0.30×0.12×10.0 0.4  14.0  0.6  m3

0.10×0.03×2×10.0 0.06 14.0  0.08 m3

0.10×2×10.0 2.0  14.0  2.8  m2

0.60×0.10×10.0 0.6  14.0  0.8  m3

0.60×10.0 6.0  14.0  8.4  m2

0.60×10.0 6.0  14.0  8.4  m2

L = 8.5  m

単位数量

(10m当り)

10.0/2.00 5.0  8.5  4.3  本

0.30×0.16×10.0 0.5  8.5  0.4  m3

0.10×0.03×2×10.0 0.06 8.5  0.05 m3

0.10×2×10.0 2.0  8.5  1.7  m2

0.60×0.10×10.0 0.6  8.5  0.5  m3

0.60×10.0 6.0  8.5  5.1  m2

0.60×10.0 6.0  8.5  5.1  m2

単位数量計算書 自由勾配側溝《 W300×H500 》

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式 延長･箇所 数 量 単位

自由勾配側溝
標準用
300×500

ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ 18-12-20BB

敷ﾓﾙﾀﾙ 1:3

基礎型枠 均しｺﾝｸﾘｰﾄ

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-12-20BB

基礎砕石 RC-40 t=150

基面整正 土 砂

単位数量計算書 自由勾配側溝《 W300×H600 》

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式 延長･箇所 数 量 単位

自由勾配側溝
標準用
300×600

ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ 18-12-20BB

敷ﾓﾙﾀﾙ 1:3

基礎型枠 均しｺﾝｸﾘｰﾄ

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-12-20BB

基礎砕石 RC-40 t=150

基面整正 土 砂

呼 称
h H

寸 法

t t+30

インバート
コンクリート

300× 800 700 945

自由勾配側溝(標準用 W300型)寸法一覧表

150 180

300× 600 550 745 130 160

300× 400 320 545 70 100

300× 500 480 645 90 120

300× 300 300 445 60 90

呼 称
h H

寸 法

t t+30

インバート
コンクリート

300× 800 700 945

自由勾配側溝(標準用 W300型)寸法一覧表

150 180

300× 600 550 745 130 160

300× 400 320 545 70 100

300× 500 480 645 90 120

300× 300 300 445 60 90

413/542



L = 1.3  m

単位数量

(10m当り)

10.0/2.00 5.0  1.3  0.7  本

0.30×0.18×10.0 0.5  1.3  0.1  m3

0.10×0.03×2×10.0 0.06 1.3  0.01 m3

0.10×2×10.0 2.0  1.3  0.3  m2

0.60×0.10×10.0 0.6  1.3  0.1  m3

0.60×10.0 6.0  1.3  0.8  m2

0.60×10.0 6.0  1.3  0.8  m2

L = 9.0  m

単位数量

(10m当り)

10.0/0.6 16.7  9.0  15.0  個

0.24×0.03×10.0 0.07 9.0  0.06 m3

0.316×0.10×10.0 0.3  9.0  0.3  m3

0.02×10.0 0.2  9.0  0.2  m3

0.316×10.0 3.2  9.0  2.9  m2

均しｺﾝｸﾘｰﾄ

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ

単位数量計算書 自由勾配側溝《 W300×H800 》

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式

1:3

基礎型枠

延長･箇所 数 量 単位

自由勾配側溝
標準用
300×800

ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ 18-12-20BB

敷ﾓﾙﾀﾙ

18-12-20BB

基礎砕石 RC-40 t=150

基面整正 土 砂

基礎砕石

単位数量計算書 プレキャストU型水路

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式 延長･箇所 数 量 単位

プレキャストU型水路 240×240

敷ﾓﾙﾀﾙ 1:3

基面整正 土 砂

RC-40 t=100

間詰コンクリート 18-12-20BB

呼 称
h H

寸 法

t t+30

インバート
コンクリート

300× 800 700 945

自由勾配側溝(標準用 W300型)寸法一覧表

150 180

300× 600 550 745 130 160

300× 400 320 545 70 100

300× 500 480 645 90 120

300× 300 300 445 60 90

330

240 45

10
0 30
50

2
40 50 220 50

45

基礎砕石

RC-40

敷モルタル

1:3

18-12-20BB
間詰ｺﾝｸﾘｰﾄ

擁壁

A=0.02m2
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L = 12.3  m

単位数量

(10m当り)

小型構造物標準図集より 1.9  12.3  2.3  m3

小型構造物標準図集より 22.0  12.3  27.1  m2

小型構造物標準図集より 3.00 12.3  3.7  m2

小型構造物標準図集より 1.05 12.3  1.3  m3

A=0.8m2

0.80×10.0 8.0  12.3  9.8  m3

A=0.3m2

0.30×10.0 3.0  12.3  3.7  m3

0.70×10.0 7.0  12.3  8.6  m2

L = 1.1  m

単位数量

(10m当り)

0.45×0.5×10.0 2.3  1.1  0.3  m3

0.45×10.0×2 9.0  1.1  1.0  m2

0.50×10.0 5.0  1.1  0.6  m2

単位数量計算書 現場打水路《NU234》

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式 延長･箇所 数 量 単位

ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-12-20BB

型枠 小型構造物

基礎型枠 均しｺﾝｸﾘｰﾄ

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-40BB

床掘

埋戻 W＜1.0

基面整正 土 砂

単位数量計算書 取合Co

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式 延長･箇所 数 量 単位

ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-40BB

型枠 無筋構造物

基面整正 土 砂
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コンクリート
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600

700

7
00

1100
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1
1
0
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5 5

50 600 50

700

基礎コンクリート

18-8-40BB
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N = 1.0  箇所

単位数量

(10箇所当り)

(0.25×0.15+0.11×0.08)×3.3×2×10 3.1  1.0  0.3  m3

(0.36+0.25+0.11)×3.3×2×10 47.5  1.0  4.8  m2

0.2×22×0.995×10 43.78 1.0  4.38 kg

N = 1.0  箇所

単位数量

(10箇所当り)

(0.25×0.15+0.11×0.08)×4.6×2×10 4.3  1.0  0.4  m3

(0.36+0.25+0.11)×4.6×2×10 66.2  1.0  6.6  m2

0.2×30×0.995×10 59.70 1.0  5.97 kg

単位数量計算書 水路嵩上1

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式 延長･箇所 数 量 単位

ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-12-20BB

型枠 小型構造物

差筋 D13

単位数量計算書 水路嵩上2

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式 延長･箇所 数 量 単位

ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-12-20BB

型枠 小型構造物

差筋 D13

70 70
5 5

平
均

3
60

600

150 150

L200 N22本@300
差筋D13

コンクリート
18-12-20BB

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ現場内再設置
1
10

70 70
5 5

平
均

36
0

600

150 150

L200 N30本@300
差筋D13

コンクリート
18-12-20BB

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ現場内再設置

11
0

L=3.3m

L=4.6m
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L = 31.3  m

単位数量

(10m当り)

10.0/2.0 5.0  31.3  15.7  本

0.24×0.03×10.0 0.07 31.3  0.22 m3

0.44×0.15×10.0 0.7  31.3  2.2  m3

0.15×2×10.0 3.0  31.3  9.4  m2

1.5×10.0 15.0  31.3  47.0  m3

1.3×10.0 13.0  31.3  40.7  m3

0.44×10.0 4.4  31.3  13.8  m2

L = 11.7  m

単位数量

(10m当り)

10.0 10.0  11.7  11.7  ｍ

(0.365×0.365-0.083×0.083×π)×10.0 1.1  11.7  1.3  m3

0.3×10.0 3.0  11.7  3.5  m3

0.1×10.0 1.0  11.7  1.2  m3

床堀

埋戻 W＜1.0

単位

塩ビ管 φ150

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式 延長･箇所 数 量

埋戻 1.0≦W＜4.0

基面整正 土 砂

単位数量計算書 塩ビ管《 VU150 》

18-8-40BB

型枠

床堀

延長･箇所 数 量 単位

台付管 BZ-300

敷ﾓﾙﾀﾙ 1:3

均しｺﾝｸﾘｰﾄ

単位数量計算書 台付管《 BZ-300 》

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式

保護砂

18-8-40BB
均しコンクリート

BZ-300
台付管

シール材

1:3
敷モルタル
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L = 5.1  m

単位数量

(10m当り)

10.0 10.0  5.1  5.1  ｍ

(0.416×0.416-0.108×0.108×π)×10.0 1.4  5.1  0.7  m3

0.2×10.0 2.0  5.1  1.0  m3

0.1×10.0 1.0  5.1  0.5  m3

L = 4.5  m

単位数量

(10m当り)

10.0 10.0  4.5  4.5  ｍ

(0.518×0.518-0.159×0.159×π)×10.0 1.9  4.5  0.9  m3

0.4×10.0 4.0  4.5  1.8  m3

0.1×10.0 1.0  4.5  0.5  m3
埋戻 W＜1.0

床堀

数 量 単位

塩ビ管 φ300

保護砂

単位数量計算書 塩ビ管《 VU300 》

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式

埋戻 W＜1.0

延長･箇所

床堀

単位

塩ビ管 φ200

保護砂

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式 延長･箇所 数 量

単位数量計算書 塩ビ管《 VU200 》
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L = 13.1  m

単位数量

(10m当り)

10.0 10.0  13.1  13.1  ｍ

(0.365×0.365-0.083×0.083×π)×10.0 1.1  13.1  1.4  m3

0.3×10.0 3.0  13.1  3.9  m3

0.2×10.0 2.0  13.1  2.6  m3

N = 1.0  箇所

単位数量

(10箇所当り)

3.5×10.0 35.0  1.0  3.5  ｍ

(0.416×0.416-0.108×0.108×π)×3.5×10.0 4.8  1.0  0.5  m3

10.0 10.0  1.0  1.0  本

10.0 10.0  1.0  1.0  孔

0.4×3.5×10.0 14.0  1.0  1.4  m3

0.2×3.5×10.0 7.0  1.0  0.7  m3
埋戻 W＜1.0

床堀

単位

塩ビ管 φ200

保護砂

くら型ﾏﾝﾎｰﾙ継
手

φ200

削孔 φ200

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式 延長･箇所 数 量

床堀

埋戻 W＜1.0

単位数量計算書 塩ビ管《 VP200 》

延長･箇所 数 量 単位

塩ビ管 φ150

保護砂

単位数量計算書 塩ビ管《 VP150 》

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式
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N = 13.0  箇所

単位数量

(10箇所当り)

10.0 10.0  13.0  13.0 個

(0.67×0.47-0.42×0.27)×0.03×10.0 0.06 13.0  0.08 m3

0.42×0.27×0.08×10.0 0.1  13.0  0.13 m3

0.57×0.67×0.15×10.0 0.6  13.0  0.8 m3

(0.57×0.15×2+0.67×0.15×2)×10 3.7  13.0  4.8 m2

0.57×0.67×10.0 3.8  13.0  4.9  m2
基面整正 土 砂

延長･箇所 数 量 単位

上部ﾌﾞﾛｯｸ

1:3

ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ 18-12-20BB

桝本体

敷ﾓﾙﾀﾙ

単位数量計算書 縁石一体型側溝 管理桝

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-12-20BB

基礎型枠

 平面図 

 正面図 

 側面図 
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N = 3.0  箇所

単位数量

(10箇所当り)

10.0 10.0  3.0  3.0  個

10.0 10.0  3.0  3.0  個

(0.67×0.51-0.43×0.27)×0.03×10.0 0.07 3.0  0.02 m3

0.61×0.67×0.15×10.0 0.6  3.0  0.2  m3

(0.61×0.15×2+0.67×0.15×2)×10 3.8  3.0  1.1  m2

0.67×0.61×10.0 4.1  3.0  1.2  m2

敷ﾓﾙﾀﾙ

桝本体 下部ﾌﾞﾛｯｸ

延長･箇所

単位数量計算書 縁石一体型側溝 車道桝1

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式 数 量 単位

桝本体 上部ﾌﾞﾛｯｸ

18-12-20BB

1:3

基礎型枠

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ

基面整正 土 砂

 平面図 

 正面図 

 側面図 

1
5
0

1
8
5

2
7
4

4
5
9

7
1

1
8
5

7
1

2
7
4

5
1
0

18
0

1
5
0

14
0

45
9

9
4
0

t

4
0
0

t

40
0

670

4
7
0

2
0

2
0

670

25 620 25

25
5

1
5
0

5
4

1
0
0

3
0
0

120 120430

50 510 50

610

120 270 120

1
0
0

3
0
0

420

240 180

100

470

270100

620

100 420 100

1
5
0

グレーチング(標準用)

上部ブロック

下部ブロック

モルタル

18-12-20BB

基礎コンクリート

φ
15
0

3
0

3
0

421/542



N = 1.0  箇所

単位数量

(10箇所当り)

10.0 10.0  1.0  1.0  個

10.0 10.0  1.0  1.0  個

10.0 10.0  1.0  1.0  個

(0.67×0.51-0.43×0.27)×0.03×10.0 0.07 1.0  0.01 m3

0.61×0.67×0.15×10.0 0.6  1.0  0.1  m3

(0.61×0.15×2+0.67×0.15×2)×10 3.8  1.0  0.4  m2

0.67×0.61×10.0 4.1  1.0  0.4  m2

桝本体

単位数量計算書 縁石一体型側溝 車道桝2

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式

下部ﾌﾞﾛｯｸ

延長･箇所 数 量 単位

桝本体 上部ﾌﾞﾛｯｸ

桝本体 調整ﾌﾞﾛｯｸ

基面整正 土 砂

敷ﾓﾙﾀﾙ

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ

基礎型枠

1:3

18-12-20BB

グレーチング(標準用)

 平面図 

 正面図 
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N = 1.0  箇所

単位数量

(10箇所当り)

10.0 10.0  1.0  1.0  組

0.1  1.0  0.01 m3

0.02 1.0  0.002 m3

(0.60+0.60)×0.10×2×10.0 2.4  1.0  0.2  m2

0.60×0.60×0.10×10.0 0.4  1.0  0.04 m3

0.60×0.60×10.0 3.6  1.0  0.4  m2

0.60×0.60×10.0 3.6  1.0  0.4  m2

単位数量計算書 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ集水桝《 300×300×500 》

略    図 名  称

敷ﾓﾙﾀﾙ 1:3

細  別 計    算  ・  式 延長･箇所 数 量 単位

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ集水桝 300×300×500

ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ 18-12-20BB
(0.389×0.315+(0.389-0.315)×0.315)×
0.08×10.0

(0.50×0.50-0.389×0.315-(0.389-
0.315)×0.315×2)×0.03×10.0

基礎型枠 均しｺﾝｸﾘｰﾄ

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-12-20BB

基礎砕石 RC-40 t=150

基面整正 土 砂ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
細目

300×300型

100 300 100

500
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0

30
0

1
0
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50
0

平面図

B
B

A A

50 50 300 50 50

500

グレーチング

基礎砕石
RC-40

A-A

50 50 300 50 50

500B-B

規格
h H b

プレキャスト集水桝(300×300型)寸法一覧表

t
h

1
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1
0
0 3
0

H

6
0

50 500 50

600

基礎砕石
RC-40

基礎コンクリート
18-12-20BB

インバートコンクリート
18-12-20BB

敷モルタル
1:3

敷モルタル
1:3

t
h

1
50

1
0
0 3
0

H

6
0

50 500 50

600

b

b

B

B

底面図

B

寸 法

細目110°開閉

t

接続水路等
備　考

1 2 3 4

プレキャスト集水桝(300×300)接続一覧表

－
自由勾配
300×300

規格

300×300×900

測点

No.2+5.7 左

300×300×500 560 315 389 50450

300×300×500 No.6+12.5
自由勾配
300×400

右
ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
細目

750 860 321 396300×300×800 50

1150 1260 325 400300×300×1200 50

VUφ300
自由勾配
300×400

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
細目

自由勾配
300×400

300×300×800 No.5+6.3 左

自由勾配
300×300

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
細目VUφ300

自由勾配
300×300

300×300×800 No.5+6.2 右

VPφ200－

－

既設
300×300

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
細目

台付管 自由勾配
300×300

300×300×1200 No.7+1.0 右

－

VUφ150 －－

φ300
－

番号

9

1

3

6

10

300×300×900 850 960 323 398 50

423/542



N = 2.0  箇所

単位数量

(10箇所当り)

10.0 10.0  2.0  2.0  組

0.1  2.0  0.02 m3

0.02 2.0  0.004 m3

(0.60+0.60)×0.10×2×10.0 2.4  2.0  0.5  m2

0.60×0.60×0.10×10.0 0.4  2.0  0.08 m3

0.60×0.60×10.0 3.6  2.0  0.7  m2

0.60×0.60×10.0 3.6  2.0  0.7  m2

(0.396×0.321+(0.396-0.321)×0.321)×
0.08×10.0

敷ﾓﾙﾀﾙ 1:3
(0.50×0.50-0.396×0.321-(0.396-
0.321)×0.321×2)×0.03×10.0

ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ 18-12-20BB

単位数量計算書 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ集水桝《 300×300×800 》

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式 延長･箇所 数 量 単位

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ集水桝 300×300×800

基礎型枠 均しｺﾝｸﾘｰﾄ

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-12-20BB

基礎砕石 RC-40 t=150

基面整正 土 砂
ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
細目

300×300型

100 300 100

500
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平面図
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A A
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500

グレーチング

基礎砕石
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A-A

50 50 300 50 50

500B-B

規格
h H b

プレキャスト集水桝(300×300型)寸法一覧表

t
h

1
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30

H

6
0

50 500 50

600

基礎砕石
RC-40

基礎コンクリート
18-12-20BB

インバートコンクリート
18-12-20BB

敷モルタル
1:3

敷モルタル
1:3

t
h

1
50

1
00
30

H

6
0

50 500 50

600

b

b

B

B

底面図

B

寸 法

細目110°開閉

t

接続水路等
備　考

1 2 3 4

プレキャスト集水桝(300×300)接続一覧表

－
自由勾配
300×300

規格

300×300×900

測点

No.2+5.7 左

300×300×500 560 315 389 50450

300×300×500 No.6+12.5
自由勾配
300×400

右
ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
細目

750 860 321 396300×300×800 50

1150 1260 325 400300×300×1200 50

VUφ300
自由勾配
300×400

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
細目

自由勾配
300×400

300×300×800 No.5+6.3 左

自由勾配
300×300

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
細目VUφ300

自由勾配
300×300

300×300×800 No.5+6.2 右

VPφ200－

－

既設
300×300

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
細目

台付管 自由勾配
300×300

300×300×1200 No.7+1.0 右

－

VUφ150 －－

φ300
－

番号

9

1

3

6

10

300×300×900 850 960 323 398 50

424/542



N = 1.0  箇所

単位数量

(10箇所当り)

10.0 10.0  1.0  1.0  組

0.1  1.0  0.01 m3

0.02 1.0  0.002 m3

(0.60+0.60)×0.10×2×10.0 2.4  1.0  0.2  m2

0.60×0.60×0.10×10.0 0.4  1.0  0.04 m3

0.60×0.60×10.0 3.6  1.0  0.4  m2

0.60×0.60×10.0 3.6  1.0  0.4  m2
基面整正 土 砂

(0.50×0.50-0.398×0.323-(0.398-
0.323)×0.323×2)×0.03×10.0

基礎型枠 均しｺﾝｸﾘｰﾄ

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-12-20BB

基礎砕石 RC-40 t=150

単位

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ集水桝 300×300×900

ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ 18-12-20BB
(0.398×0.323+(0.398-0.323)×0.323)×
0.08×10.0

敷ﾓﾙﾀﾙ 1:3

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式 延長･箇所 数 量

単位数量計算書 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ集水桝《 300×300×900 》

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
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プレキャスト集水桝(300×300型)寸法一覧表
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基礎砕石
RC-40

基礎コンクリート
18-12-20BB

インバートコンクリート
18-12-20BB

敷モルタル
1:3

敷モルタル
1:3

t
h
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H
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600

b

b

B
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底面図

B

寸 法

細目110°開閉

t

接続水路等
備　考

1 2 3 4

プレキャスト集水桝(300×300)接続一覧表

－
自由勾配
300×300

規格

300×300×900

測点

No.2+5.7 左

300×300×500 560 315 389 50450

300×300×500 No.6+12.5
自由勾配
300×400

右
ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
細目

750 860 321 396300×300×800 50

1150 1260 325 400300×300×1200 50

VUφ300
自由勾配
300×400

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
細目

自由勾配
300×400

300×300×800 No.5+6.3 左

自由勾配
300×300

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
細目VUφ300

自由勾配
300×300

300×300×800 No.5+6.2 右

VPφ200－

－

既設
300×300

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
細目

台付管 自由勾配
300×300

300×300×1200 No.7+1.0 右

－

VUφ150 －－

φ300
－

番号

9

1

3

6

10

300×300×900 850 960 323 398 50
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N = 1.0  箇所

単位数量

(10箇所当り)

10.0 10.0  1.0  1.0  組

0.1  1.0  0.01 m3

0.02 1.0  0.002 m3

(0.60+0.60)×0.10×2×10.0 2.4  1.0  0.2  m2

0.60×0.60×0.10×10.0 0.4  1.0  0.04 m3

0.60×0.60×10.0 3.6  1.0  0.4  m2

0.60×0.60×10.0 3.6  1.0  0.4  m2

ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ 18-12-20BB

敷ﾓﾙﾀﾙ 1:3

基面整正 土 砂

(0.400×0.325+(0.400-0.325)×0.325)×
0.08×10.0

(0.50×0.50-0.400×0.325-(0.400-
0.325)×0.325×2)×0.03×10.0

RC-40 t=150

延長･箇所 数 量 単位

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ集水桝 300×300×1200

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-12-20BB

基礎砕石

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式

基礎型枠 均しｺﾝｸﾘｰﾄ

単位数量計算書 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ集水桝《 300×300×1200 》
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プレキャスト集水桝(300×300型)寸法一覧表

t
h

1
50

1
00
3
0

H

6
0

50 500 50

600

基礎砕石
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基礎コンクリート
18-12-20BB

インバートコンクリート
18-12-20BB

敷モルタル
1:3

敷モルタル
1:3

t
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B
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底面図

B

寸 法

細目110°開閉

t

接続水路等
備　考

1 2 3 4

プレキャスト集水桝(300×300)接続一覧表

－
自由勾配
300×300

規格

300×300×900

測点

No.2+5.7 左

300×300×500 560 315 389 50450

300×300×500 No.6+12.5
自由勾配
300×400右

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
細目

750 860 321 396300×300×800 50

1150 1260 325 400300×300×1200 50

VUφ300
自由勾配
300×400

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
細目

自由勾配
300×400

300×300×800 No.5+6.3 左

自由勾配
300×300

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
細目VUφ300

自由勾配
300×300

300×300×800 No.5+6.2 右

VPφ200－

－

既設
300×300

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
細目

台付管 自由勾配
300×300

300×300×1200 No.7+1.0 右

－

VUφ150 －－

φ300
－

番号

9

1

3

6

10

300×300×900 850 960 323 398 50

426/542



N = 1.0  箇所

単位数量

(10箇所当り)

10.0 10.0  1.0  1.0  組

0.2  1.0  0.02 m3

0.03 1.0  0.003 m3

(0.71+0.71)×0.10×2×10.0 2.8  1.0  0.3  m2

0.71×0.71×0.10×10.0 0.5  1.0  0.05 m3

0.71×0.71×10.0 5.0  1.0  0.5  m2

0.71×0.71×10.0 5.0  1.0  0.5  m2
基面整正 土 砂

基礎砕石 RC-40 t=150

敷ﾓﾙﾀﾙ 1:3
(0.61×0.61-0.510×0.438-(0.510-
0.438)×0.438×2)×0.03×10.0

基礎型枠 均しｺﾝｸﾘｰﾄ

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-12-20BB

延長･箇所 数 量 単位

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ集水桝 400×400×600

ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ 18-12-20BB
(0.510×0.438+(0.510-0.438)×0.438)×
0.08×10.0

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式

単位数量計算書 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ集水桝《 400×400×600 》

400×400型

平面図
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プレキャスト集水桝(400×400)接続一覧表

呼 称
h H b

プレキャスト集水桝(400×400型)寸法一覧表

400×400×600 550 665 438

b

b

B

B

底面図

B

510

寸 法

400×400×800 750 865 438 510

接続水路等
備　考

1 2 3 4
規格 測点

400×400×600 No.6+3.9
自由勾配
300×300右

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
細目

台付管
φ300

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
細目－

自由勾配
300×400

400×400×800 No.3+5.3 右

自由勾配
300×300

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
細目－400×400×800 No.3+9.9 右

－

台付管
φ300

－

台付管
φ300

－

自由勾配
300×300

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
細目－400×400×800 No.6+8.5 右

台付管
φ300

－

細目110°開閉

427/542



N = 2.0  箇所

単位数量

(10箇所当り)

10.0 10.0  2.0  2.0  組

0.2  2.0  0.04 m3

0.03 2.0  0.006 m3

(0.71+0.71)×0.10×2×10.0 2.8  2.0  0.6  m2

0.71×0.71×0.10×10.0 0.5  2.0  0.1  m3

0.71×0.71×10.0 5.0  2.0  1.0  m2

0.71×0.71×10.0 5.0  2.0  1.0  m2
基面整正 土 砂

基礎砕石 RC-40 t=150

敷ﾓﾙﾀﾙ 1:3
(0.61×0.61-0.510×0.438-(0.510-
0.438)×0.438×2)×0.03×10.0

基礎型枠 均しｺﾝｸﾘｰﾄ

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-12-20BB

延長･箇所 数 量 単位

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ集水桝 400×400×800

ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ 18-12-20BB
(0.510×0.438+(0.510-0.438)×0.438)×
0.08×10.0

単位数量計算書 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ集水桝《 400×400×800 》

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式

400×400型
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以
上

プレキャスト集水桝(400×400)接続一覧表

呼 称
h H b

プレキャスト集水桝(400×400型)寸法一覧表

400×400×600 550 665 438

b

b

B

B

底面図

B

510

寸 法

400×400×800 750 865 438 510

接続水路等
備　考

1 2 3 4
規格 測点

400×400×600 No.6+3.9
自由勾配
300×300右

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
細目

台付管
φ300

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
細目－

自由勾配
300×400

400×400×800 No.3+5.3 右

自由勾配
300×300

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
細目－400×400×800 No.3+9.9 右

－

台付管
φ300

－

台付管
φ300

－

自由勾配
300×300

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
細目－400×400×800 No.6+8.5 右

台付管
φ300

－

細目110°開閉
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N = 1.0  箇所

単位数量

(10箇所当り)

10.0 10.0  1.0  1.0  組

0.2  1.0  0.02 m3

0.01 1.0  0.001 m3

(0.93+0.60)×0.10×2×10.0 3.1  1.0  0.3  m2

0.93×0.60×0.10×10.0 0.6  1.0  0.06 m3

0.93×0.60×10.0 5.6  1.0  0.6  m2

0.93×0.60×10.0 5.6  1.0  0.6  m2
基面整正 土 砂

基礎砕石 RC-40 t=150

敷ﾓﾙﾀﾙ 1:3
(0.83×0.50-0.760×0.319-(0.430-
0.319)×0.619×2)×0.03×10.0

基礎型枠 均しｺﾝｸﾘｰﾄ

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-12-20BB

延長･箇所 数 量 単位

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ集水桝 300×600×600

ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ 18-12-20BB
(0.760×0.319+(0.430-0.319)×0.619)×
0.08×10.0

単位数量計算書 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ集水桝《 300×600×600 》

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式

300×600型

平面図

B
B

A A

グレーチング

A-A B-B

115 600 115

830

1
0
0

3
0
0

1
0
0

5
0
0

50 50 300 50 50

500

60 55 600 55 60

830

5
0

h

1
5
0
10
0 3
0

H

6
0

以
上

5
0

h

1
5
0
10
0 3
0

H

6
0

以
上

50 500 50

600

基礎砕石
RC-40

基礎コンクリート
18-12-20BB

インバートコンクリート
18-12-20BB

敷モルタル
1:3

50 830 50

930

基礎砕石
RC-40

基礎コンクリート
18-12-20BB

敷モルタル
1:3

プレキャスト集水桝(300×600)接続一覧表

呼 称
h H

寸 法

b1

プレキャスト集水桝(300×600型)寸法一覧表

300×600×600 550 660 619

B1

760

b2

319

B2

430

b1

b
2

B1

B
2

底面図

接続水路等
備　考

1 2 3 4
規格 測点

300×600×600
自由勾配
300×300

左
ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
細目

300×600×800 750 860 619 760 319 430

300×600×800 No.3+16.8 VPφ150
自由勾配
300×300

左
ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
細目

300×600×800
自由勾配
300×300左

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
細目

VUφ150

既存道路

既存道路 VPφ150

台付管
φ300

ー ー

ーー

ー

細目110°開閉
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N = 2.0  箇所

単位数量

(10箇所当り)

10.0 10.0  2.0  2.0  組

0.2  2.0  0.04 m3

0.01 2.0  0.002 m3

(0.93+0.60)×0.10×2×10.0 3.1  2.0  0.6  m2

0.93×0.60×0.10×10.0 0.6  2.0  0.1  m3

0.93×0.60×10.0 5.6  2.0  1.1  m2

0.93×0.60×10.0 5.6  2.0  1.1  m2
基面整正 土 砂

基礎砕石 RC-40 t=150

敷ﾓﾙﾀﾙ 1:3
(0.83×0.50-0.760×0.319-(0.430-
0.319)×0.619×2)×0.03×10.0

基礎型枠 均しｺﾝｸﾘｰﾄ

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-12-20BB

延長･箇所 数 量 単位

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ集水桝 300×600×800

ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ 18-12-20BB
(0.760×0.319+(0.430-0.319)×0.619)×
0.08×10.0

単位数量計算書 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ集水桝《 300×600×800 》

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式

300×600型

平面図

B
B

A A

グレーチング

A-A B-B

115 600 115

830

1
0
0

3
0
0

1
0
0

5
0
0

50 50 300 50 50

500

60 55 600 55 60

830

5
0

h

1
5
0
1
0
0 3
0

H

6
0

以
上

5
0

h

1
5
0
1
0
0 3
0

H

6
0

以
上

50 500 50

600

基礎砕石
RC-40

基礎コンクリート
18-12-20BB

インバートコンクリート
18-12-20BB

敷モルタル
1:3

50 830 50

930

基礎砕石
RC-40

基礎コンクリート
18-12-20BB

敷モルタル
1:3

プレキャスト集水桝(300×600)接続一覧表

呼 称
h H

寸 法

b1

プレキャスト集水桝(300×600型)寸法一覧表

300×600×600 550 660 619

B1

760

b2

319

B2

430

b1

b
2

B1

B
2

底面図

接続水路等
備　考

1 2 3 4
規格 測点

300×600×600
自由勾配
300×300

左
ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
細目

300×600×800 750 860 619 760 319 430

300×600×800 No.3+16.8 VPφ150
自由勾配
300×300

左
ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
細目

300×600×800
自由勾配
300×300左

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
細目

VUφ150

既存道路

既存道路 VPφ150

台付管
φ300

ー ー

ーー

ー

細目110°開閉
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N = 1.0  箇所

単位数量

(10箇所当り)

台付管

φ300 0.15×0.15×π×2 0.141

自由勾配側溝

300×300 0.3×0.3 0.090

控除面積合計 = 0.231

1箇所当り

0.231/1.0 0.231 m2

53.1 1.0  5.3  m2

4.4  1.0  0.4  m3

8.1  1.0  0.8  m2

10.0  1.0  1.0  枚

8.1  1.0  0.8  m2

単位数量計算書

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式

現場打集水桝《 500×500×1000 》

単位

開口控除面積

500×500用
T-25 細目ﾎﾞﾙﾄ固定

型枠 小型構造物
((0.80×1.15+0.50×1.044)×4
-0.231×2)×10.0

延長･箇所 数 量

10.0

(0.80×0.80×1.15-0.626×0.626×0.056
-0.50×0.50×0.944-0.231×0.15)×10.0

0.90×0.90×10.0
基礎砕石

ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-12-20BB

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋

RC-40 t=150

基面整正
0.90×0.90×10.0

b1 B b1

b2
b
1

B
b
1

b
2

b1 B b1

b2

1
50

H

h
2

h
1

50 b2 50

b3

平面図

基礎砕石
RC-40

コンクリート
18-12-20BB

断面図

2
00

以
上基
礎

材
 
b
3

基礎材 b3

規格
B H b1

現場打集水桝寸法

b2

寸 法 表 (単位:mm)

b3 h1 h2
摘　要

接続水路等

1 2 3 4

現場打集水桝接続

備　考測点

1000500 150 800 900 150 1150500×500×1000

No.0+17.4 右
台付管
φ300

500×500用 T-25 細目

(参考：受枠626*626*56)

台付管
φ300

－ ボルト固定自由勾配
300×300
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N = 1.0  箇所

単位数量

(10箇所当り)

20.7 1.0  2.1  m2

2.1  1.0  0.2  m3

80.1  1.0  8.0  kg

10.0  1.0  1.0  枚

1.0×1.0×0.15×10.0 1.50  1.0  0.15 m3

1000×1000用
観音開き　細目
T-25　取手付

ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ 18-12-20BB

型枠 小型構造物
(0.216×1.40+0.216×1.00)×4
×10.0

ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-12-20BB

(4.85+0.2×16)×0.995×10

延長･箇所 数 量 単位

(1.40×1.40×0.216-1.0×1.0×0.216)×
10.0

10.0
ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋

単位数量計算書 集水桝嵩上

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式

差筋 D13

FH 88.700
既設流出管φ600底

FH 89.08
流入管φ200底

街渠桝からVUφ200流入

200 2001000

1400

200 1000 200

1400

20
0

10
00

2
00

コンクリート
18-12-20BB

嵩
上

高
H
=
2
1
6

T-25
細目ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

L200 N16本
差筋D13

規格
B H b1

現場打集水桝寸法

b2

寸 法 表 (単位:mm)

b3 h1 h2
摘　要

接続水路等

1 2 3 4

現場打集水桝接続

備　考測点

1000500 150 800 900 150 1150500×500×1000

No.7+2.7 左
VU管
φ150

1000×1000用 T-25 細目
(参考：受枠1220*1122*84)

台付管
φ600

L200 N16本
差筋D13

L4850 N1本
鉄筋D13

L4850 N1本
鉄筋D13

1
50

1000インバートコンクリート
18-12-20BB

既設水路 既設水路
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N = 5.0  箇所

単位数量

(10箇所当り)

(0.75×0.80-0.148+0.25×0.80×2)×10 8.5  5.0  4.3  m2

(0.75×0.80-0.148)×0.25×10 1.1  5.0  0.6  m3

(0.65×2+0.70×2+0.23×12)×0.995×10 54.3  5.0  27.2  kg

12.0×10.0 120.0  5.0  60.0  本

12.0×10.0 120.0  5.0  60.0  孔

N = 1.0  箇所

単位数量

(10箇所当り)

53.2  1.0  5.3  m2

10.3  1.0  1.0  m3

430.2  1.0  43.0 kg

(1×11+7×2+3×11)×10.0 580.0  1.0  58.0 本

(1×11+7×2+3×11)×10.0 580.0  1.0  58.0 孔

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式 延長･箇所 単位

単位数量計算書 補強コンクリート1

小型構造物

鉄筋

あと施工ｱﾝｶｰ

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式 延長･箇所 数 量 単位

小型構造物

ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-12-20BB

鉄筋 D13

単位数量計算書 防護工

数 量

あと施工ｱﾝｶｰ M12

削孔 φ18

型枠

(1.88×6+0.54×6+2.11×8+1.02×3+0.29
×3+0.23×11+0.23×14+0.08×27)×0.995
×10

M12

削孔

((2.0×1.5-0.148)+(1.5×0.25+0.6×0.1)
×2+2.0×0.1+(0.65+0.28)×1.5)×10.0

ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-12-20BB ((2.0×1.5-0.148)×0.25+0.6×0.1×
2.0+(0.2*0.2/2+0.85×0.15)×1.5-
0.148*0.15)×10.0

D13

φ18

型枠

8
0
0

7
5

2
0
0

2
5
0

2
0
0

7
5

75

鉄
筋
 
D
1
3

75

750

3@200=600

鉄筋 D13

防護コンクリート
18-12-20BB

L
=
7
0
0

L=650

BZ-300
面積控除 0.148m2

正面図

差し筋 D13
65 185

250

80
0

75
20

0
25

0
2
00

75

鉄
筋

 
D1

3

BZ-300

L=230mm

L=
7
00

30
0

側面図

穿孔径 φ18
穿孔深さ 56㎜

後施工アンカー
M12 L=50㎜

2000

1
5
0
0

L=1880 N=6
鉄筋1 D13

鉄筋3 D13
L=2110 N=8本

140 8@200=1600 140

9
0

6
@
2
0
0
=
1
2
0
0

9
0

L=540 N=6
鉄筋2 D13

鉄筋5 D13
L=290 N=3本

鉄筋4 D13
L=1020 N=3本

BZ-300
面積控除 0.148m2

1500

850

1
5
0
0

コンクリート
24-12-20BB

1
0
0

250

差筋1 D13
L=230 N=1本×11

差筋2 D13
L=230 N=7本×2

差筋 D13
L=80 N=3本×9

1
4
0
0

6
5
0

280

600

穿孔径 φ18
穿孔深さ 56㎜

後施工アンカー
M12 L=50㎜

200 150

8
5
0
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N = 1.0  箇所

単位数量

(10箇所当り)

45.5  1.0  4.6  m2

8.4  1.0  0.8  m3

381.7  1.0  38.2 kg

(1×9+7×2+3×9)×10.0 500.0  1.0  50.0 本

(1×9+7×2+3×9)×10.0 500.0  1.0  50.0 孔

N = 箇所

単位数量
略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式 延長･箇所 数 量 単位

単位数量計算書

補強コンクリート2

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式 延長･箇所 数 量

単位数量計算書

単位

ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-12-20BB

((1.6×1.5-0.15)+(1.5×0.25+0.6×0.1)
×2+1.6×0.1+(0.70+0.28)×1.3)×10.0

削孔 φ18

あと施工ｱﾝｶｰ M12

鉄筋

型枠 小型構造物

D13

((1.6×1.5-0.15)×0.25+0.6×0.1×
1.6+(0.2×0.2/2+0.9×0.15)×1.3-0.3×
0.5×0.15)×10.0

(1.48×7+0.54×4+2.11×8+1.02×1+0.49
×1+0.23×9+0.23×14+0.08×27)×0.995
×10

850

1
5
0
0

コンクリート
24-12-20BB

1
0
0

250

差筋1 D13
L=230 N=1本×9

差筋2 D13
L=230 N=7本×2

差筋 D13
L=80 N=3本×9

600

7
0
0

280

穿孔径 φ18
穿孔深さ 56㎜

後施工アンカー
M12 L=50㎜

200 150

9
0
0

1600

1
5
0
0

鉄筋3 D13
L=2110 N=8本

L=540 N=4本
鉄筋2 D13

9
0

6
@
2
0
0
=
1
2
0
0

9
0

140 1406@200=1200

300

5
0
0

L=1480 N=7本
鉄筋1 D13

鉄筋4 D13
L=1020 N=1本

鉄筋5 D13
L=490 N=1本

開口300×500
面積控除 0.15m2

1300
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L = 10.2  m

単位数量

(10m当り)

小型構造物標準図集より 0.2  10.2  0.2  m3

小型構造物標準図集より 3.0  10.2  3.1  m2

0.15×10.0 1.5  10.2  1.5  m2

L = m

単位数量

(10m当り)
単位略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式 延長･箇所 数 量

基面整正 土 砂

単位数量計算書

延長･箇所 数 量 単位

ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-12-20BB

型枠 無筋構造物

単位数量計算書 現場打舗装止

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式

150

1
5
0
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工種 工種

距離 厚 さ 平  均 面 積 距離 厚 さ 平  均 面 積

東側 北側既設道路

NO.0 +5.65 0.00 0.050 - - NO.1 +0.30 0.00 0.083 - - 

東側 北側既設道路

NO.1 17.95 0.050 0.0500 0.898 NO.1 +2.30 2.00 0.134 0.1085 0.217

東側 北側既設道路

NO.2 20.00 0.050 0.0500 1.000 NO.1 +4.30 2.00 0.114 0.1240 0.248

東側 北側既設道路

NO.2 +5.71 5.71 0.050 0.0500 0.286 NO.1 +6.30 2.00 0.078 0.0960 0.192

西側 北側既設道路

NO.3 +10.54 0.00 0.050 - - NO.1 +7.80 1.52 0.050 0.0640 0.097

西側

NO.4 9.10 0.050 0.0500 0.455 NO.1 +3.03 0.00 0.094 - - 南側既設道路(左 )

西側

NO.5 20.00 0.050 0.0500 1.000 NO.1 +5.03 2.00 0.128 0.1110 0.222 南側既設道路(左 )

西側

NO.5 +6.24 6.24 0.050 0.0500 0.312 NO.1 +11.00 6.00 0.145 0.1365 0.819 南側既設道路(左 )

西側

NO.5 +6.74 0.00 0.050 - - NO.1 +3.05 0.00 0.062 - - 南側既設道路(右)

西側

NO.6 12.97 0.050 0.0500 0.649 NO.1 +11.00 8.00 0.130 0.0960 0.768 南側既設道路(右)

西側

NO.6 +3.87 3.87 0.050 0.0500 0.194

西側

NO.6 +9.14 0.00 0.050 - - 

西側

NO.6 +10.64 1.50 0.050 0.0500 0.075

m m2

  小     計 23.52 2.563

m m2  ｲﾝﾊﾞｰﾄ平均厚 m m2  ｲﾝﾊﾞｰﾄ平均厚

  小     計 97.34 4.869   合     計 120.86 7.432 7.432/120.86≒ 0.06 m

自由勾配側溝 ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ平均厚さ 計  算  書

測  点
W300×H300(標準)ｲﾝﾊﾞｰﾄ厚

摘     要
W300×H300(標準)ｲﾝﾊﾞｰﾄ厚

摘     要測  点
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工種 工種

距離 厚 さ 平  均 面 積 距離 厚 さ 平  均 面 積

m m m m2 東側 m m m m2 北側既設道路

NO.4 +16.25 0.00 0.050 - - NO.0 +18.30 0.00 0.050 - - 

東側 北側既設道路

NO.5 3.74 0.066 0.0580 0.217 NO.1 +0.30 2.00 0.183 0.1165 0.233

東側

NO.5 +6.25 6.25 0.050 0.0580 0.363 NO.1 +1.03 0.00 0.086 - - 南側既設道路(左 )

東側

NO.5 +6.55 0.00 0.050 - - NO.1 +3.03 2.00 0.194 0.1400 0.280 南側既設道路(左 )

東側

NO.5 +18.38 11.63 0.050 0.0500 0.582 NO.1 +1.05 0.00 0.050 - - 南側既設道路(右)

西側

NO.6 +12.23 0.00 0.095 - - NO.1 +3.05 2.00 0.162 0.1060 0.212 南側既設道路(右)

西側

NO.6 +18.30 5.82 0.050 0.0725 0.422

西側

NO.7 1.72 0.089 0.0695 0.120

西側

NO.7 +0.99 0.98 0.132 0.1105 0.108

m m2

  小     計 6.00 0.725

m m2  ｲﾝﾊﾞｰﾄ平均厚 m m2  ｲﾝﾊﾞｰﾄ平均厚

  小     計 30.14 1.812   合     計 36.14 2.537 2.537/36.14≒ 0.07 m

測  点
W300×H400(標準)ｲﾝﾊﾞｰﾄ厚

摘     要

計  算  書

W300×H400(標準)ｲﾝﾊﾞｰﾄ厚
摘     要

自由勾配側溝 ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ平均厚さ

測  点
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工種 工種

距離 厚 さ 平  均 面 積 距離 厚 さ 平  均 面 積

m m m m2 東側 m m m m2 東側

NO.4 +2.25 0.00 0.052 - - NO.3 +17.30 0.00 0.050 - - 

東側 東側

NO.4 +10.00 7.75 0.092 0.0720 0.558 NO.4 2.70 0.116 0.0830 0.224

東側 東側

NO.4 +16.25 6.25 0.149 0.1205 0.753 NO.4 +2.25 2.25 0.152 0.1340 0.302

NO.0 +19.53 0.00 0.109 - - 南側既設道路(左 )

NO.1 +1.03 1.50 0.286 0.1975 0.296 南側既設道路(左 )

NO.0 +19.05 0.00 0.057 - - 南側既設道路(右)

NO.1 +1.05 2.00 0.250 0.1535 0.307

m m2  ｲﾝﾊﾞｰﾄ平均厚 m m2  ｲﾝﾊﾞｰﾄ平均厚

  合     計 14.00 1.311 1.311/14≒ 0.09 m   合     計 8.45 1.129 1.129/8.45≒ 0.13 m

測  点
W300×H500(標準)ｲﾝﾊﾞｰﾄ厚

摘     要 測  点
W300×H600(標準)ｲﾝﾊﾞｰﾄ厚

摘     要

自由勾配側溝 ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ平均厚さ 計  算  書
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工種 工種

距離 厚 さ 平  均 面 積 距離 厚 さ 平  均 面 積

m m m m2

NO.0 +17.80 0.00 0.106 - - 南側既設道路(右)

NO.0 +19.05 1.25 0.200 0.1530 0.191 南側既設道路(右)

m m2  ｲﾝﾊﾞｰﾄ平均厚

  合     計 1.25 0.191 0.191/1.25≒ 0.15 m

摘     要

自由勾配側溝 ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ平均厚さ 計  算  書

測  点
W300×H800(標準)ｲﾝﾊﾞｰﾄ厚

摘     要 測  点

439/542



名    称 規    格 算          式 数  量 単位 備    考

縁石工

縁石平面図

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ FA-1型 標準部 両面R (10.6+0.6+9.3+2.9+6.8+6.1+4.3+2.8)+(1.0+31.8+0.8+5.1+5.1+8.9+4.1） 100.2 m

縁石平面図

FM-1型 両面R 水抜用 (3.0+2.4+0.6+1.8+1.8+1.2+0.6)+(7.8+1.2+1.2+2.4+1.2） 25.2 m 　＠3.0m

縁石平面図

FKS-1型 切下擦付部 (0.6×5）+(0.6×5) 6.0 m

縁石平面図

FN型 車両乗入部 (6.0+4.0+10.0+8.0+8.0+4.0)+(6.0+6.0+6.0+6.0) 64.0 m

縁石平面図

FNS-1型 乗入擦付部 (0.6×12)+(0.6×8) 12.0 m

縁石平面図

縁石一体型側溝 FA-2型 標準A型 3.8+(1.6+2.8+2.2) 10.4 m

縁石平面図

FKS-2型 切下擦付部 1.0+(1.0+1.0+1.0) 4.0 m

縁石平面図

FK-1型 歩道切下部R2.5 (4.0+4.0+2.5)+(3.4+3.4+3.4) 20.7 m

縁石平面図

FK-1型 歩道切下部R4.5 3.5 3.5 m

縁石平面図

FK-1型 歩道切下部R6.0 9.0 9.0 m

縁石平面図

FK-1型 歩道切下部R12.0 8.0+4.8 12.8 m

縁石平面図

駒止ﾌﾞﾛｯｸ FA-3型 15.5+4.4 19.9 m

縁石平面図

FK-2型 歩道切下部 (3.4+3.9)+(3.5+5.0+3.9) 19.7 m

縁石平面図

FKS-3型 切下擦付部 0.6+0.6+0.6 1.8 m

計画平面図

地先境界ﾌﾞﾛｯｸ A型 120×120 10.8+5.9 16.7 m

縁石平面図

現場打街渠 NGF515A ｾﾐﾌﾗｯﾄ型　一般部 3.2+0.8 4.0 m

縁石平面図

NG515N 車両乗入部 4.2 4.2 m

縁石平面図

NGF515SA 乗入擦付部 0.6×3 1.8 m

縁石工集計表

種 別・細 別
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縁石工

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ FA-1型 標準部 両面R －

FM-1型 両面R 水抜用 －

FKS-1型 切下擦付部 －

FN型 車両乗入部 －

FNS-1型 乗入擦付部 －

縁石一体型側溝 FA-2型 標準A型 3.6 

FKS-2型 切下擦付部 1.4 

FK-1型 歩道切下部R2.5 7.2 

FK-1型 歩道切下部R4.5 1.2 

FK-1型 歩道切下部R6.0 3.2 

FK-1型 歩道切下部R12.0 4.5 

駒止ﾌﾞﾛｯｸ FA-3型 4.4 

FK-2型 歩道切下部 5.1 

FKS-3型 切下擦付部 0.4 

地先境界ﾌﾞﾛｯｸ A型 120×120 3.0 

現場打街渠 NGF515A ｾﾐﾌﾗｯﾄ型　一般部 3.3 

NG515N 車両乗入部 3.4 

NGF515SA 乗入擦付部 1.5 
合計 42.2 

縁石工 作業土工集計表

種別・細別 名  称 規  格

※数量は、単位数量計算書より

摘  要

数          量

基面整正
(m2)
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L = 10.4  m

単位数量

(10m当り)

10.0/0.5 20.0  10.4  20.8  個

0.30×0.03×10.0 0.09 10.4  0.1  m3

0.35×10.0 3.5  10.4  3.6  m2

0.35×10.0 3.5  10.4  3.6  m2

L = 4.0  m

単位数量

(10m当り)

10.0/1.0 10.0  4.0  4.0  個

0.30×0.03×10.0 0.09 4.0  0.04 m3

0.35×10.0 3.5  4.0  1.4  m2

0.35×10.0 3.5  4.0  1.4  m2

基礎砕石 RC-40

基面整正 土 砂

敷ﾓﾙﾀﾙ 1:3

縁石一体型
側溝

切下擦付部
A型

単位略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式 延長･箇所 数 量

単位数量計算書 縁石一体型側溝《 FKS-2型 》

基面整正 土 砂

単位数量計算書 縁石一体型側溝《 FA-2型 》

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式 延長･箇所 数 量 単位

縁石一体型
側溝

標準A型
半ｶｯﾄ

敷ﾓﾙﾀﾙ 1:3

基礎砕石 RC-40
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L = 20.7  m

単位数量

(10m当り)

10.0/0.468 21.4  20.7  44.3  個

0.30×0.03×10.0 0.09 20.7  0.19 m3

0.35×10.0 3.5  20.7  7.2  m2

0.35×10.0 3.5  20.7  7.2  m2

L = 3.5  m

単位数量

(10m当り)

10.0/0.572 17.4  3.5  6.1  個

0.30×0.03×10.0 0.09 3.5  0.03 m3

0.35×10.0 3.5  3.5  1.2  m2

0.35×10.0 3.5  3.5  1.2  m2

単位数量計算書 縁石一体型側溝《 FK-1型 》R2.5

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式 延長･箇所 数 量 単位

縁石一体型
側溝

歩道切下
R2.5

敷ﾓﾙﾀﾙ 1:3

基礎砕石 RC-40

基面整正 土 砂

単位数量計算書 縁石一体型側溝《 FK-1型 》R4.5

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式 延長･箇所 数 量 単位

縁石一体型
側溝

歩道切下
R4.5

敷ﾓﾙﾀﾙ 1:3

基礎砕石 RC-40

基面整正 土 砂
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L = 9.0  m

単位数量

(10m当り)

10.0/0.579 17.2  9.0  15.5  個

0.30×0.03×10.0 0.09 9.0  0.08 m3

0.35×10.0 3.5  9.0  3.2  m2

0.35×10.0 3.5  9.0  3.2  m2

L = 12.8  m

単位数量

(10m当り)

10.0/0.580 17.2  12.8  22.0  個

0.30×0.03×10.0 0.09 12.8  0.12 m3

0.35×10.0 3.5  12.8  4.5  m2

0.35×10.0 3.5  12.8  4.5  m2

基面整正 土 砂

延長･箇所 数 量 単位

縁石一体型
側溝

歩道切下
R6.0

敷ﾓﾙﾀﾙ 1:3

基礎砕石 RC-40

単位数量計算書 縁石一体型側溝《 FK-1型 》R6.0

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式

単位数量計算書 縁石一体型側溝《 FK-1型 》R12.0

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式 延長･箇所 数 量 単位

縁石一体型
側溝

歩道切下
R12.0

敷ﾓﾙﾀﾙ 1:3

基礎砕石 RC-40
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L = 19.9  m

単位数量

(10m当り)

10.0/0.600 16.7  19.9  33.2  個

0.15×0.01×10.0 0.02 19.9  0.04 m3

0.10×2×10.0 2.0  19.9  4.0  m2

0.220×0.10×10.0 0.2  19.9  0.4  m3

0.220×10.0 2.2  19.9  4.4  m2

L = 19.7  m

単位数量

(10m当り)

10.0/0.600 16.7  19.7  32.9  個

0.20×0.01×10.0 0.02 19.7  0.04 m3

0.10×2×10.0 2.0  19.7  3.9  m2

0.26×0.10×10.0 0.3  19.7  0.6  m3

0.26×10.0 2.6  19.7  5.1  m2

単位数量計算書 駒止ﾌﾞﾛｯｸ《 FA-3型 》

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式 延長･箇所 数 量 単位

駒止ﾌﾞﾛｯｸ A型

敷ﾓﾙﾀﾙ 1:3

基礎型枠 均しｺﾝｸﾘｰﾄ

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-40BB

基面整正 土 砂

基礎型枠

単位数量計算書 駒止ﾌﾞﾛｯｸ《 FK-2型 》

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式 延長･箇所 数 量 単位

均しｺﾝｸﾘｰﾄ

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-40BB

歩車道境界
ﾌﾞﾛｯｸ

歩道切下

敷ﾓﾙﾀﾙ 1:3

基面整正 土 砂
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L = 1.8  m

単位数量

(10m当り)

10.0/0.600 16.7  1.8  3.0  個

0.15×0.01×10.0 0.02 1.8  0.004 m3

0.10×2×10.0 2.0  1.8  0.4  m2

0.220×0.10×10.0 0.2  1.8  0.04  m3

0.220×10.0 2.2  1.8  0.4  m2

L = 16.7  m

単位数量

(10m当り)

10.0/0.605 16.5  16.7  27.6  個

0.12×0.03×10.0 0.04 16.7  0.07  m3

0.18×10.0 1.8  16.7  3.0  m2

0.18×10.0 1.8  16.7  3.0  m2

単位数量計算書 駒止ﾌﾞﾛｯｸ《 FKS-3型 》

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式 延長･箇所 数 量 単位

駒止ﾌﾞﾛｯｸ
A型

K型平型接続

敷ﾓﾙﾀﾙ 1:3

基礎型枠 均しｺﾝｸﾘｰﾄ

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-40BB

基面整正 土 砂

単位数量計算書 地先境界ﾌﾞﾛｯｸ《 A型 》

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式 延長･箇所 数 量 単位

地先境界ﾌﾞﾛｯｸ A型

敷ﾓﾙﾀﾙ 1:3

基礎砕石 RC-40

基面整正 土 砂
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L = 4.0  m

単位数量

(10m当り)

小型構造物集より

0.94 4.0  0.38 m3

3.2  4.0  1.3  m2

0.02 4.0  0.008 m3

16.5  4.0  6.6  個

0.8  4.0  0.3  m3

0.815×10.0 8.2  4.0  3.3  m2

L = 4.2  m

単位数量

(10m当り)

小型構造物集より

0.82 4.2  0.34 m3

2.1  4.2  0.9  m2

0.03 4.2  0.013 m3

16.5  4.2  6.9  個

0.8  4.2  0.3  m3

0.80×10.0 8.0  4.2  3.4  m2

単位数量計算書 現場打街渠 《NGF515A》

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式 延長･箇所 数 量 単位

ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-12-20BB

型枠

敷ﾓﾙﾀﾙ 1:3

基面整正 土 砂

駒止ブロック A型

基礎砕石 RC-40

単位数量計算書 現場打街渠 《NG515N》

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式

駒止ブロック N型

単位

ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-12-20BB

型枠

敷ﾓﾙﾀﾙ 1:3

基礎砕石 RC-40

延長･箇所 数 量

基面整正 土 砂
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L = 1.8  m

単位数量

(10m当り)

小型構造物標準図集より 0.9  1.8  0.16 m3

小型構造物標準図集より 3.2  1.8  0.6  m2

小型構造物標準図集より 0.02 1.8  0.004 m3

0.815×10.0 8.2  1.8  1.5  m2

10.0/0.600 16.7  1.8  3.0  個

0.815×10.0 8.2  1.8  1.5  m2

L = m

単位数量

(10m当り)

単位数量計算書

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式 延長･箇所 数 量 単位

単位数量計算書 現場打街渠 《NGF515SA》

延長･箇所 数 量略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式 単位

ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-12-20BB

型枠 小型構造物

敷ﾓﾙﾀﾙ 1:3

基面整正 土 砂

基礎砕石 RC-40

斜ブロック A型　両面R

RC-40

基礎砕石

18-12-20BB

コンクリート
A型 両面R
斜ブロック

歩道 6.0% 車道

敷モルタル
1:3

15015 500

100 665

1
0
0
1
5
0

170

50 765

815

6
0

1
0 1
0
01
0
0

5
0

1
5
0

600
1
0
0

6
0
1
0
2
0
0
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名    称 規    格 算          式 数  量 単位

構造物取壊し工

Co構造物取壊内訳より

ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物取壊し ｺﾝｸﾘｰﾄ取壊 無筋構造物 9.9 9.9 m3

Co構造物取壊内訳より

鉄筋構造物 6.6 6.6 m3

撤去平面図

舗装版取壊し ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装取壊 t=3cm 27.6+29.1 56.7 m2

撤去平面図

t=4cm 307.6 307.6 m2

撤去平面図

t=5cm (26.2+218.7)+(243.3+13.8+25.7) 527.7 m2

撤去平面図

t=10cm 313.3+(485.0+172.0)+40.3+22.9 1033.5 m2

撤去平面図

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装取壊 t=10cm 51.2+42.2+8.5 101.9 m2

撤去平面図

舗装版切断 As t=3cm 1.7+(1.9+2.2) 5.8 m

撤去平面図

As t=5cm 9.8+(25.9+27.5+15.0) 78.2 m

撤去平面図

As t=10cm (10.0+3.9+3.6+5.5)+(6.5+4.0+3.9+5.0)+6.0 48.4 m

撤去平面図

Co t=10cm (17.2+15.0)+1.6 33.8 m

運搬処理工

殻運搬処理 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬 Con殻(無筋) 9.9 9.9 m3

Con殻(鉄筋) 6.6 6.6 m3

Co殻(舗装版) 101.9*0.1 10.2 m3

As殻 56.7*0.03+307.6*0.04+527.7*0.05+1033.5*0.1 143.7 m3

ﾄﾗｯｸ運搬 As切断汚水 0.023*(5.8*0.03+78.2*0.05+48.4*0.1+33.8*0.1)*1.4 0.39 t

殻処分計算 殻処分計算 Con殻(無筋) 9.9+10.2 20.1 m3

構造物撤去工集計表

種 別・細 別 備    考
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Con殻(鉄筋) 6.6 6.6 m3

As殻 143.7 143.7 m3

As切断汚水 0.39 0.39 t

排水構造物撤去

撤去平面図

蓋板撤去 蓋板撤去 40kg以下/枚 1+1+1 3.0 枚

撤去平面図

40kg超170kg以下/枚 1 1.0 枚

付属物撤去

撤去平面図

車線分離標撤去 車線分離標撤去 4.0 4.0 箇所
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撤去平面図より

3.2 3.2  ｍ 0.4 

1号街渠取壊 2.5+8.5+5.7 16.7  ｍ 1.5 0.3 

1号側溝取壊 13.3 13.3  ｍ 2.7 0.7 

2号側溝取壊 23.0 23.0  ｍ 2.1 3.2 

3号側溝取壊 5.0 5.0  ｍ 0.5 1.2 

4号側溝取壊 5.0+5.9 10.9  ｍ 2.1 

1号管渠取壊 3 3.0  ｍ 0.03

2号管渠取壊 6.5 6.5  ｍ 0.2 

1号集水桝取壊 1 1.0  箇所 0.2 

2号集水桝取壊 1 1.0  箇所 0.3 

3号集水桝取壊 1 1.0  箇所 0.5 

地先境界ﾌﾞﾛｯｸ取壊 29.2 29.2  ｍ 0.6

合　　計 9.9 6.6 0.0 

摘  要

ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物取壊し

名  称
構造物とりこわし(m3)

無筋
構造物

鉄筋
構造物

二次
製品

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ街渠取壊

ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物取壊内訳表

種別・細別 算式 数量
構造物取壊し工
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L = 3.2  m

単位数量

(10m当り)

1.3  3.2  0.4  m3

L = 16.7  m

単位数量

(10m当り)

0.9  16.7  1.5  m3

0.2  16.7  0.3  m3

単位

構造物取壊

鉄筋

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式 延長･箇所 数 量

単位数量計算書 1号街渠取壊

延長･箇所 数 量 単位

構造物取壊 鉄筋

単位数量計算書 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ街渠取壊

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式

((0.18+0.20)/2×0.20+0.20×
0.12+(0.12+0.15)/2×0.50)×10.0

((0.04+0.20)/2×0.04+0.20×0.06)×10.0

無筋
(0.05×0.06/2+0.20×0.01+(0.06+0.09)/2
×0.50+0.75×0.06)×10.0

180 20 500

700

1
5
0

1
2
0

2
00

3
2
0

鉄筋構造物

1
5
0

200 500

700

5
0

6
01
0 1
0
0

5
0

5
0

鉄筋構造物

無筋構造物

40 160

50
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L = 13.3  m

単位数量

(10m当り)

2.0  13.3  2.7  m3

0.43×0.11×10.0 0.5  13.3  0.7  m3

L = 23.0  m

単位数量

(10m当り)

0.9  23.0  2.1  m3

0.14×10.0 1.4  23.0  3.2  m3

単位数量計算書 1号側溝取壊

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式 延長･箇所 数 量 単位

単位数量計算書 2号側溝取壊

鉄筋構造物

構造物取壊

計    算  ・  式

無筋構造物
(0.60×0.56-0.43×0.11-0.30×0.30)
×10.0

延長･箇所 数 量略    図 名  称 細  別 単位

構造物取壊 無筋

鉄筋

(0.30×0.08+0.10×0.03×2+0.60×0.10)
×10.0

100 300 100

500

4
5
0

9
5

54
5

3
0

1
00

50 500 50

600

50

無筋構造物

自由勾配側溝
A=0.14m2
鉄筋構造物

8565 6585

150 300 150

600

無筋構造物

鉄筋構造物

1
50

3
00

1
10

5
6
0
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L = 5.0  ｍ

単位数量

(10m当り)

0.9  5.0  0.5  m3

0.24×10.0 2.4  5.0  1.2  m3

L = 10.9  m

単位数量

(10m当り)

1.9  10.9  2.1  m3

単位数量計算書 3号側溝取壊

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式 延長･箇所 数 量 単位

構造物取壊 無筋

数 量 単位

単位数量計算書 4号側溝取壊

略    図 名  称 細  別 延長･箇所計    算  ・  式

構造物取壊 無筋
(0.60×0.50-0.05×0.05×2-0.30×0.35)
×10.0

(0.30×0.08+0.10×0.03×2+0.60×0.10)
×10.0

鉄筋

100 300 100

500

50

50 500 50

600

9
50

95

10
45

3
0

1
00

無筋構造物

自由勾配側溝
A=0.24m2
鉄筋構造物

100 50 50 100

150 300 150

600

50

15
0

3
50

50
0

無筋構造物
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L = 3.0  m

単位数量

(10m当り)

0.1  3.0  0.03 m3

L = 6.5  m

単位数量

(10m当り)

(0.18×0.18×π-0.15×0.15×π)×10.0 0.3  6.5  0.2  m3

延長･箇所 数 量 単位

構造物取壊 鉄筋

単位数量計算書 2号管渠取壊

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式

延長･箇所 数 量 単位

単位数量計算書 1号管渠取壊

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式

構造物取壊 鉄筋
(0.101×0.101×π-0.075×0.075×π)
×10.0

鉄筋構造物

φ150 26
26

30

30
φ300

鉄筋構造物
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N = 1.0  箇所

単位数量

(10箇所当り)

1.5  1.0  0.2  m3

N = 1.0  箇所

単位数量

(10箇所当り)

2.5  1.0  0.3  m3

計    算  ・  式

構造物取壊

延長･箇所 数 量 単位

無筋
(0.70×0.60×0.45-0.40×0.30×0.30)
×10.0

単位数量計算書 1号集水桝取壊

略    図 名  称 細  別

単位数量計算書 2号集水桝取壊

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式 延長･箇所 数 量 単位

構造物取壊 無筋
(0.70×0.80×0.60-0.40×0.50×0.45)
×10.0
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N = 1.0  箇所

単位数量

(10箇所当り)

4.5  1.0  0.5  m3

L = 29.2  m

単位数量

(10箇所当り)

0.15×0.12×10.0 0.2  29.2  0.6 m3

単位数量計算書 3号集水桝取壊

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式 延長･箇所 数 量 単位

数 量延長･箇所

単位数量計算書 地先境界ﾌﾞﾛｯｸ取壊

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式 単位

構造物取壊 鉄筋

構造物取壊 無筋
(0.80×0.80×1.05-0.50×0.50×0.90)
×10.0
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名    称 規    格 算          式 数  量 単位 備    考

舗装準備工

補充材有:粒度調整砕石(M-30) 舗装計画図

不陸整正 不陸整正 t=3㎝ 126.7 126.7 m2 取合舗装1

舗装計画図

不陸整正 不陸整正 補充材無 466.6+188.1+471.2+178.2+25.1 1329.2 m2 車道舗装B,E　歩道舗装

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(車道舗装B)

再生切込砕石(RC-40) 舗装計画図

下層路盤 路盤工（車道） t=40cm 466.6 466.6 m2

粒度調整砕石(M-30) 舗装計画図

上層路盤 路盤工（車道） t=10cm 466.6 466.6 m2

再生粗粒度As 舗装計画図

基層 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(機械) t=5cm 466.6 466.6 m2

再生密粒度As 舗装計画図

表層 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(機械) t=5cm 466.6 466.6 m2

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(車道舗装E)

粒度調整砕石(M-30) 舗装計画図

上層路盤 路盤工（車道） t=10cm 147.9+19.7+20.5 188.1 m2

再生密粒度As 舗装計画図

表層 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(機械) t=5cm 188.1 188.1 m2

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(取合舗装1)

再生密粒度As 舗装計画図

表層 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(機械) t=4cm 57.9+21.3+13.8+33.7 126.7 m2

透水性舗装(歩道舗装A)

舗装工集計表

種 別・細 別
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名    称 規    格 算          式 数  量 単位 備    考

舗装工集計表

種 別・細 別

砂 舗装計画図

ﾌｨﾙﾀｰ層 ﾌｨﾙﾀｰ層敷設工 t=5cm 246.0+225.2 471.2 m2

再生切込砕石(RC-40) 舗装計画図

路盤工 路盤工（歩道） t=10cm 471.2  471.2 m2

開粒度As 舗装計画図

表層 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(機械) t=3cm 471.2  471.2 m2

透水性舗装(歩道舗装B)

砂 舗装計画図

ﾌｨﾙﾀｰ層 ﾌｨﾙﾀｰ層敷設工 t=5cm 114.7+63.5 178.2 m2

再生切込砕石(RC-40) 舗装計画図

路盤工 路盤工（歩道） t=15cm 178.2 178.2 m2

開粒度As 舗装計画図

表層 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(機械) t=5cm 178.2 178.2 m2

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装(歩道舗装C)

再生切込砕石(RC-40) 舗装計画図

路盤工 路盤工（歩道） t=15cm 25.1 25.1 m2

再生粗粒度As 舗装計画図

基層 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(機械) t=7cm 25.1 25.1 m2

再生細粒度As 舗装計画図

表層 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(機械) t=3cm 25.1 25.1 m2
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名    称 規    格 算          式 数  量 単位 備    考

防護柵工

安全施設計画図

ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ設置 Gp-C-2B 2.7 2.7 m

H=1100 安全施設計画図

転落(横断)防止柵 転落(横断)防止柵 景観塗装(ｸﾞﾚｰﾍﾞｰｼﾞｭ) 1.7+21.9 23.6 m

安全施設計画図

立入防止柵 立入防止柵設置 H=900 34.3 34.3 m

小型標識工

安全施設計画図

標識基礎 標識基礎設置 ｾﾐﾌﾗｯﾄ部 H-1型 1.0 1.0 基

安全施設計画図

標識基礎設置 路肩部 H-3型 1.0 1.0 基

安全施設計画図

標識柱 標識柱・基礎設置 ｾﾐﾌﾗｯﾄ部 H-1型 1.0+1.0 2.0 基

安全施設計画図

標識柱・基礎設置 ﾏｳﾝﾄﾞｱｯﾌﾟ部 H-2型 1.0 1.0 基

安全施設計画図

標識柱・基礎設置 路肩部 H-3型 (1.0+1.0+1.0)+1.0 4.0 基

安全施設計画図

標識板 標識板設置 7.0 7.0 基

安全施設計画図

標識板取外し 1.0 1.0 基

区画線工

未供用区間 安全施設計画図

区画線工 区画線設置(溶融式) 実線 W=15cm 176.3+178.5+35.0 389.8 m 中心線、外側線

供用区間 安全施設計画図

区画線設置(溶融式) 実線 W=15cm 51.8 51.8 m 外側線

区画線・安全施設工 集計表

種 別・細 別
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名    称 規    格 算          式 数  量 単位 備    考

区画線・安全施設工 集計表

種 別・細 別

未供用区間 安全施設計画図

区画線設置(溶融式) 破線 W=15cm (15.5+60.0)+13.0 88.5 m 中心線、外側線

道路付属物工

安全施設計画図

線形誘導標 線形誘導標 車両用防護柵B種・C種用 2.0 2.0 枚

安全施設計画図

車止めポスト 車止めポスト 8.0+8.0 16.0 基

安全施設計画図

車線分離標 車線分離標 H=800 1.0+2.0 3.0 基

安全施設計画図

道路鋲 道路鋲 (7.0+10.0+4.0+1.0)+(5.0+8.0+2.0+1.0) 38.0 個

安全施設計画図

誘導ﾀｲﾙ設置工 誘導ﾀｲﾙ (6.0+18.0+3.6+3.6+3.6+3.6+3.6+4.8)+(10.8+3.6+3.6+3.6+3.6+3.6+4.8) 80.4 m

道路反射鏡

ﾒﾀｸﾘﾙ板 安全施設計画図

道路反射鏡 道路反射鏡設置 2面鏡 φ800 1.0 1.0 基

照明工

安全施設計画図

照明灯設置工 照明灯設置 E-1型 1.0+1.0 2.0 基
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W1≧4m 1m≦W1＜4m W1＜1m

標識基礎 標識基礎 ｾﾐﾌﾗｯﾄ部 H-1型 1.1 0.8 0.5 

標識基礎 路肩部 H-3型 1.2 1.0 0.5 

小型標識 小型標識 ｾﾐﾌﾗｯﾄ部 H-1型 2.2 1.6 1.0 

小型標識 ﾏｳﾝﾄﾞｱｯﾌﾟ部 H-2型 1.1 0.8 0.5 

小型標識 路肩部 H-3型 4.8 4.0 2.0 

車止めポスト 車止めポスト 8.0 4.8 4.8 

ﾒﾀｸﾘﾙ板

道路反射鏡 道路反射鏡設置 2面鏡 φ800 1.1 0.9 0.5 

照明灯設置工 照明灯設置 E-1型 12.6 11.6 0.8 

32.1 11.6 13.9 10.6 

数          量

基面整正
(m2)

埋戻(m3)

※数量は、単位数量計算書より

安全施設工 作業土工集計

種別・細別 名  称 規  格

合　　計

摘  要床掘
(m3)
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N = 1.0  基

単位数量

(10基当り)

4.9  1.0  0.5  m2

18.0  1.0  1.8  m2

2.3  1.0  0.2  m3

8.0  1.0  0.8  ｍ

(1基当り)

A=1.0m2

1.0×1.1 1.1  1.0  1.1  m3

A=0.5m2

0.5×1.1+(0.9×0.5×0.3+0.1×0.7×0.2)×2 0.8  1.0  0.8  m3

0.5  1.0  0.5  m2

単位数量計算書

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式 数 量 単位

基礎砕石 RC-40 t=100

型枠 小型構造物

円形空洞型枠 φ100

延長･箇所

0.50×0.50×0.90×10.0
ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-40BB

0.8×10.0

床掘 土 砂

埋戻 流用土

基面整正 土 砂
0.70×0.70

標識基礎《ｾﾐﾌﾗｯﾄ部》

0.70×0.70×10.0

0.50×0.90×4×10.0
歩道

10
0

90
0

100 □500 100

□700

基礎砕石
RC-40

10
0

コンクリート
18-8-40BB

車道

□700200 200

1
00

0

□1100

歩道
車道
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N = 1.0  基

単位数量

(10基当り)

4.9  1.0  0.5  m2

18.0  1.0  1.8  m2

2.3  1.0  0.2  m3

8.0  1.0  0.8  ｍ

(1基当り)

A=1.1m2

1.1×1.1 1.2  1.0  1.2  m3

A=0.6m2

0.6×1.1+(0.9×0.5×0.3+0.1×0.7×0.2)×2 1.0  1.0  1.0  m3

0.5  1.0  0.5  m20.70×0.70

床掘 土 砂

埋戻 流用土

基面整正 土 砂

円形空洞型枠 φ100
0.8×10.0

0.50×0.90×4×10.0

ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-40BB
0.50×0.50×0.90×10.0

数 量 単位

基礎砕石 RC-40 t=100
0.70×0.70×10.0

型枠 小型構造物

単位数量計算書 標識基礎《路肩部》

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式 延長･箇所

1
0
0

9
0
0

100 □500 100

□700

基礎砕石
RC-40

1
0
0

コンクリート
18-8-40BB

車道

□700

車道

200 200

1
00

0

□1100
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N = 2.0  基

単位数量

(10基当り)

1.0×10 10.0  2.0  2.0  本

1.0×10 10.0  2.0  2.0  枚

1.0×10 10.0  2.0  2.0  枚

1.0×10 10.0  2.0  2.0  枚

2.3  2.0  0.5  m3

18.0  2.0  3.6  m2

4.9  2.0  1.0  m2

(1基当り)

A=1.0m2

1.0×1.1 1.1  2.0  2.2  m3

A=0.5m2

0.5×1.1+(0.9×0.5×0.3+0.1×0.7×0.2)×2 0.8  2.0  1.6  m3

0.5  2.0  1.0  m2

単位数量計算書

略    図 名  称 細  別

標識柱 単柱φ76.3

表示板

表示板 設置年月日

標識板

床掘

0.70×0.70
土 砂

土 砂

埋戻 流用土

基面整正

延長･箇所 数 量 単位

0.50×0.50×0.90×10

0.50×0.90×4×10

所属

ｱﾙﾐ板

ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-40BB

小型標識《ｾﾐﾌﾗｯﾄ部》

計    算  ・  式

0.70×0.70×10
基礎砕石 RC-40

型枠 小型

歩道

宍

粟

市

400

1
0
0

9
0
0

2
5
0
0
以

上
7
5
0

5
0
0

100 □500 100

□700

基礎砕石
RC-40

1
0
0

250以上

φ76.3×t3.2

管理者シール
(前面)

設置年月シール
(背面)

コンクリート
18-8-40BB

車道5
0

アルミ板1.3倍

メッキ品

歩道

10
0

90
0

100 □500 100

□700

基礎砕石
RC-40

10
0

コンクリート
18-8-40BB

車道5
0

□700200 200

1
0
00

□1100

歩道
車道
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N = 1.0  基

単位数量

(10基当り)

1.0×10 10.0  1.0  1.0  本

1.0×10 10.0  1.0  1.0  枚

1.0×10 10.0  1.0  1.0  枚

1.0×10 10.0  1.0  1.0  枚

2.3  1.0  0.2  m3

18.0  1.0  1.8  m2

4.9  1.0  0.5  m2

(1基当り)

A=1.0m2

1.0×1.1 1.1  1.0  1.1  m3

A=0.5m2

0.5×1.1+(0.9×0.5×0.3+0.1×0.7×0.2)×2 0.8  1.0  0.8  m3

0.5  1.0  0.5  m2

単柱φ76.3

単位数量計算書

0.70×0.70

略    図 名  称 細  別

0.50×0.50×0.90×10

0.50×0.90×4×10

0.70×0.70×10

計    算  ・  式

表示板

表示板 設置年月日

標識板

ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-40BB

ｱﾙﾐ板

土 砂

埋戻

床掘

型枠

流用土

基面整正

土 砂

標識柱

小型

基礎砕石 RC-40

所属

延長･箇所 数 量 単位

小型標識《ﾏｳﾝﾄﾞｱｯﾌﾟ部》

宍

粟

市

400

歩道

1
00

9
00

2
50

0以
上

75
0

5
00

100 □500 100

□700

基礎砕石
RC-40

10
0

250以上

φ76.3×t3.2

管理者シール
(前面)

設置年月シール
(背面)

車道

コンクリート
18-8-40BB

メッキ品

歩道

1
0
0

9
0
0

100 □500 100

□700

基礎砕石
RC-40

1
0
0

車道

コンクリート
18-8-40BB

歩道

車道

□700200 200

1
0
0
0

□1100
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N = 4.0  基

単位数量

(10基当り)

1.0×10 10.0  4.0  4.0  本

1.0×10 10.0  4.0  4.0  枚

1.0×10 10.0  4.0  4.0  枚

1.0×10 10.0  4.0  4.0  枚

2.3  4.0  0.9  m3

18.0  4.0  7.2  m2

4.9  4.0  2.0  m2

(1基当り)

A=1.1m2

1.1×1.1 1.2  4.0  4.8  m3

A=0.6m2

0.6×1.1+(0.9×0.5×0.3+0.1×0.7×0.2)×2 1.0  4.0  4.0  m3

0.5  4.0  2.0  m2

床掘 土 砂

埋戻 流用土

基面整正 土 砂

基礎砕石 RC-40
0.70×0.70×10

標識板 ｱﾙﾐ板

ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-40BB
0.50×0.50×0.90×10

型枠 小型
0.50×0.90×4×10

延長･箇所 数 量

標識柱 単柱φ76.3

表示板 所属

表示板 設置年月日

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式

0.70×0.70

単位

単位数量計算書 小型標識《路肩部》

宍

粟

市

400

1
0
0

90
0

75
0

50
0

100 □500 100

□700

基礎砕石
RC-40

10
0

φ76.3×t3.2

管理者シール
(前面)

設置年月シール
(背面)

コンクリート
18-8-40BB

メッキ品

車道

25
0
0以

上

1
0
0

9
0
0

100 □500 100

□700

基礎砕石
RC-40

1
0
0

コンクリート
18-8-40BB

車道

車道

□700200 200

1
00

0

□1100
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N = 16.0  基

単位数量

(10基当り)

10.0 10.0  16.0  16.0  本

10.0 10.0  16.0  16.0  個

小型構造物図集 ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ基礎（単独）

1.14 1.1  16.0  1.8  m3

10.0 10.0  16.0  16.0  m2

27 27.0  16.0  43.2  kg

(1基当り)

A=0.5m2

0.5×0.9 0.5  16.0  8.0  m3

A=0.2m2

0.2×0.9+0.5×0.5×0.2×2 0.3  16.0  4.8  m3

0.3  16.0  4.8  m20.5×0.5

床掘 土 砂

埋戻 流用土

基面整正 土 砂

ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-40BB

型枠 小型構造物

鉄筋 D13

延長･箇所 数 量 単位

ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ
直支柱C種

4.5mm*114.3mm
*1100mm

車止めｶﾊﾞｰ φ130*850mm

基礎

単位数量計算書 車止めポスト(ﾎﾞﾗｰﾄﾞ)

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式

S1 D13   L=1,350mm

n=2本／箇所

300

15
0

30
0

500

50
0

アスファルト

砂

4
00

50
0

180

□500

床掘 □900

ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ支柱
直支柱(C種)
4.5mm×114.3mm×1100mm

車止めカバー
φ130×800mm
積水樹脂㈱GR支柱ﾘﾕｰｽｶﾊﾞｰ同等品以上
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N = 1.0  基

単位数量

(10基当り)

0.70×0.70×10.0 4.9  1.0  0.5  m2

0.50×1.20×4×10.0 24.0  1.0  2.4  m2

0.50×0.50×1.20×10.0 3.0  1.0  0.3  m3

10.0 10.0  1.0  1.0  基

1.10×1.10×0.92×10.0 11.1 1.0  1.1  m3

8.6 1.0  0.9  m3

0.70×0.70×10.0 4.9  1.0  0.5  m2

11.1-(0.50×0.50×0.82+0.70×
0.70×0.10)×10.0

基面整正 土 砂

床掘 土 砂

埋戻 流用土

ｶｰﾌﾞﾐﾗｰ
二面鏡 φ800

曲柱

ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-40BB

延長･箇所 数 量 単位

基礎砕石 RC-40 t=100

型枠 小型構造物

単位数量計算書 道路反射鏡

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式

令
和

年

月

設置年月シール
(背面)

基礎砕石
RC-40

コンクリート
18-8-40BB

1
0
0

1
2
00

1
3
0
0

100 □500 100

□700

裏板

W取付金具

4
4
0
0

φ89.1×t3.2
管理者シール
(前面)

設置年月シール
(背面)

基礎砕石
RC-40

コンクリート
18-8-40BB

100 □500 100

□700

支柱取付金具

フード
裏板取付金具

取付バンド

キャップ

400

5
0
0

1
2
00

2
5
0
0
以
上

3
9
0
0

3
0
0

1
0
0

4
0
0

φ800

1
0
0

宍

粟

市

管理者シール
(前面)

基礎砕石
RC-40

コンクリート
18-8-40BB

100 □500 100

□700

鏡面

注意板

ネカセ

車道
歩道 歩道歩道

5
0

250以上
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N = 2.0  基

単位数量

(1基当り)

小型構造物標準図集より

0.50 0.5  2.0  1.0  m3

小型構造物標準図集より

3.4 3.4  2.0  6.8  m2

小型構造物標準図集より

8 8.0  2.0  16.0  kg

小型構造物標準図集より

7 7.0  2.0  14.0  kg

1 1.0  2.0  2.0  組

4.0 4.0  2.0  8.0  個

1 1.0  2.0  2.0  台

1 1.0  2.0  2.0  個

1 1.0  2.0  2.0  個

1 1.0  2.0  2.0  個

1 1.0  2.0  2.0  個

(2.67×2.67+1.20×1.20)×1/2×1.47 6.3  2.0  12.6  m3

6.3-0.60×0.60×1.40 5.8  2.0  11.6  m3

0.60×0.60 0.4  2.0  0.8  m2

延長･箇所略    図

型枠 小型構造物

数 量 単位

照明灯設置《 E-1型 》

名  称 細  別 計    算  ・  式

土 砂

照明灯

単位数量計算書

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ
4-φ25*500L

・300P

鉄筋
D16 L=1200

SD345A

鉄筋

ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-40BB

照明灯基礎

M24/25用

KCE090-2C

基面整正 土 砂

床掘

自動点滅器
JISIP型

6A/200V ﾆｯﾌﾟﾙ式

流用土

LED照明灯

ﾀｰﾐﾅﾙｷｬｯﾌﾟ G22

埋戻

引込金具 ｺ型/ﾒｯｷ仕上

ﾎﾟｰﾙ内ｼﾞｮｲﾝﾄﾕ
ﾆｯﾄ

ｸﾞﾘｽｷｬｯﾌﾟ

FMT68-15A

D13 L=1750
SD345A
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名    称 規    格 算          式 数  量 単位 備    考

附帯工事費

道路土工

数量計算書

路体盛土 流用土 2.5≦W＜4.0 64.4 64.4 m3

作業土工

附帯工作業土工数量計算書

床掘り 床掘 土砂(機械) 22.0 22.0 m3

附帯工作業土工数量計算書

埋戻し 流用土 W＜1.0 5.8 5.8 m3

基面整正 基面整正 土砂 42.7 42.7 m2 附帯工　構造物作業土工集計表

不足土計算

本工発生土を流用

不足土量 不足土量 (64.4+5.8)/0.9-22.0-6.6-6.4 43.0 m3 上下水分土工発生土を含む

附帯工 土工集計表

種 別・細 別
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工種

距離 断面積 平  均 立 積 断面積 平  均 立 積 断面積 平  均 立 積

m m2 m2 m3 m2 m2 m3 m2 m2 m3

NO.1 +10.00 0.0 1.7 - - - - - -

NO.2 10.0 1.7 1.70 17.0 - - - -

NO.2 +10.0 10.0 1.8 1.75 17.5 - - - -

NO.3 10.0 1.9 1.85 18.5 - - - -

NO.3 +6.00 6.0 1.9 1.90 11.4 - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - -

- - - -

m m3 m3 m3

  合     計 36.0 64.4 0.0 0.0

No.3利
用

2.5≦W＜4.0

No.2利
用

(附帯工）

道路土工数量計算書

測  点

路体盛土

摘  要 摘  要 摘  要
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工種

距離 断面積 平  均 立 積 断面積 平  均 立 積

m m2 m2 m3 m2 m2 m3 m2 m2 m3

NO.1 +10.00 0.0 0.4 - - 0.1 - - - -

NO.2 10.0 0.4 0.40 4.0 0.1 0.10 1.0 - -

NO.2 +10.0 10.0 0.5 0.45 4.5 0.1 0.10 1.0 - -

NO.3 10.0 1.0 0.75 7.5 0.3 0.20 2.0 - -

NO.3 +6.00 6.0 1.0 1.00 6.0 0.3 0.30 1.8 - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

m m3 m3 m3

  合     計 36.0 22.0 5.8 0.0

No.3利
用

No.3利
用

(附帯工）

作業土工数量計算書

埋戻(右)

摘  要W1＜1.0

No.2利
用

No.2利
用

測  点 摘  要 摘  要土砂

床掘(右)
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名    称 規    格 算          式 数  量 単位 備    考

擁壁工

計画平面図、構造図

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ逆L擁壁 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ逆L擁壁 1100×2000 10.0 10.0 m

計画平面図、構造図

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ逆L擁壁 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ逆L擁壁 1200×2000 6.0 6.0 m

計画平面図、構造図

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ逆L擁壁 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ逆L擁壁 1400×2000 6.0 6.0 m

計画平面図、構造図

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ逆L擁壁 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ逆L擁壁 1700×2000 6.0 6.0 m

計画平面図、構造図

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ逆L擁壁 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ逆L擁壁 1900×2000 4.0 4.0 m

計画平面図、構造図

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ逆L擁壁 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ逆L擁壁 2000×2000 2.0 2.0 m

計画平面図、構造図

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ逆L擁壁 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ逆L擁壁 2200×2000 2.0 2.0 m

雑工

計画平面図

スクリーン設置 スクリーン設置 1.0 1.0 箇所

舗装準備工

補充材有:粒度調整砕石(M-30) 舗装計画図

不陸整正 不陸整正 t=3cm 302.9 302.9 m2 車道舗装A

補充材有:粒度調整砕石(M-30) 舗装計画図

不陸整正 不陸整正 t=7.3cm 219.5 219.5 m2 取合舗装2

舗装計画図

不陸整正 不陸整正 補充材無 129.6+478.9+60.2+106.6+12.3 787.6 m2 車道舗装B,C,E　歩道舗装

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(車道舗装A)

再生粗粒度As 舗装計画図

基層 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(機械) t=5cm 302.9 302.9 m2

附帯工集計表

種 別・細 別
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名    称 規    格 算          式 数  量 単位 備    考

附帯工集計表

種 別・細 別

再生密粒度As 舗装計画図

表層 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(機械) t=5cm 302.9 302.9 m2

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(車道舗装B)

再生切込砕石(RC-40) 舗装計画図

下層路盤 路盤工（車道） t=40cm 129.6 129.6 m2

粒度調整砕石(M-30) 舗装計画図

上層路盤 路盤工（車道） t=10cm 129.6 129.6 m2

再生粗粒度As 舗装計画図

基層 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(機械) t=5cm 129.6 129.6 m2

再生密粒度As 舗装計画図

表層 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(機械) t=5cm 129.6 129.6 m2

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(車道舗装C)

再生切込砕石(RC-40) 舗装計画図

下層路盤 路盤工（車道） t=20cm 478.9 478.9 m2

瀝青安定処理 舗装計画図

上層路盤 路盤工（車道） t=10cm 478.9 478.9 m2

再生粗粒度As 舗装計画図

基層 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(機械) t=5cm 478.9 478.9 m2

再生密粒度As 舗装計画図

表層 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(機械) t=5cm 478.9 478.9 m2

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(車道舗装D)

再生切込砕石(RC-40) 舗装計画図

下層路盤 路盤工（車道） t=12cm 185.7 185.7 m2

瀝青安定処理 舗装計画図

上層路盤 路盤工（車道） t=10cm 185.7 185.7 m2

再生粗粒度As 舗装計画図

基層 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(機械) t=5cm 185.7 185.7 m2
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名    称 規    格 算          式 数  量 単位 備    考

附帯工集計表

種 別・細 別

再生密粒度As 舗装計画図

表層 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(機械) t=5cm 185.7 185.7 m2

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(車道舗装E)

粒度調整砕石(M-30) 舗装計画図

上層路盤 路盤工（車道） t=10cm 60.2 60.2 m2

再生密粒度As 舗装計画図

表層 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(機械) t=5cm 60.2 60.2 m2

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(取合舗装2)

再生密粒度As 舗装計画図

表層 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(機械) t=4cm 219.5 219.5 m2

透水性舗装(歩道舗装A)

砂 舗装計画図

ﾌｨﾙﾀｰ層 ﾌｨﾙﾀｰ層敷設工 t=5cm 50.8+55.8 106.6 m2

再生切込砕石(RC-40) 舗装計画図

路盤工 路盤工（歩道） t=10cm 106.6 106.6 m2

開粒度As 舗装計画図

表層 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(機械) t=3cm 106.6 106.6 m2

透水性舗装(歩道舗装B)

砂 舗装計画図

ﾌｨﾙﾀｰ層 ﾌｨﾙﾀｰ層敷設工 t=5cm 12.3 12.3 m2

再生切込砕石(RC-40) 舗装計画図

路盤工 路盤工（歩道） t=15cm 12.3 12.3 m2

開粒度As 舗装計画図

表層 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(機械) t=5cm 12.3 12.3 m2
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名    称 規    格 算          式 数  量 単位 備    考

附帯工集計表

種 別・細 別

区画線工

供用区間 安全施設計画図

区画線工 区画線設置(溶融式) 実線 W=15cm 227.2+226.8+223.6 677.6 m 外側線、中心線

供用区間 安全施設計画図

区画線設置(溶融式) 破線 W=15cm 45.0 45.0 m 中心線

供用区間 安全施設計画図

区画線設置(溶融式) 実線 W=20cm 20.2 20.2 m 中心線

未供用区間 安全施設計画図

区画線設置(溶融式) ｾﾞﾌﾞﾗ W=45cm 3.0+43.4 46.4 m 停止線、横断歩道

供用区間 安全施設計画図

区画線設置(溶融式) ｾﾞﾌﾞﾗ W=45cm 3.0+3.0+39.4+42.2 87.6 m 停止線、横断歩道、ｾﾞﾌﾞﾗ

未供用区間 安全施設計画図

区画線設置(溶融式) 矢印・記号・文字 W=15cm換算 20.1 20.1 m 文字(止まれ)

供用区間 安全施設計画図

区画線設置(溶融式) 矢印・記号・文字 W=15cm換算 20.1+33.0+33.0 86.1 m 文字(止まれ)

安全施設計画図

区画線消去 区画線消去 W=15cm換算 96.0+12.0+33.0 141.0 m 横断歩道、停止線、記号

雑工

支障上水道管移設計画図

雑工 支障上水道管移設 1.0 1.0 式

支障下水道管移設計画図

支障下水道管移設 1.0 1.0 式
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W＜2.5 2.5≦W＜4.0 W＜1.0 1.0≦W＜4.0

擁壁工

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ逆L擁壁 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ逆L擁壁 1100×2000 9.0 

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ逆L擁壁 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ逆L擁壁 1200×2000 5.7 

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ逆L擁壁 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ逆L擁壁 1400×2000 6.6 

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ逆L擁壁 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ逆L擁壁 1700×2000 7.8 

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ逆L擁壁 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ逆L擁壁 1900×2000 6.6 

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ逆L擁壁 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ逆L擁壁 2000×2000 3.3 

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ逆L擁壁 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ逆L擁壁 2200×2000 3.7 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 42.7 

数          量

基面整正
(m2)

合　　計

※数量は、単位数量計算書より

附帯工　構造物作業土工集計表

種別・細別 名  称 規  格 摘  要盛土(m3) 床堀
(m3)

埋戻(m3)掘削
(m3)
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L = 10.0  m

単位数量

(10m当り)

10.0/2.0 5.0  10.0  5.0  組

0.038×10.0 0.4  10.0  0.4  m3

0.018×10.0 0.2  10.0  0.2  m3

0.12×(0.3×10.0/3.0) 0.1  10.0  0.1  m

0.2×0.2×(0.3×10.0/3.0) 0.04 10.0  0.04 m2

0.75×0.02×10.0 0.2  10.0  0.2  m3

0.10×2×10.0 2.0  10.0  2.0  m2

0.95×0.10×10.0 1.0  10.0  1.0  m3

0.95×10.0 9.5  10.0  9.5  m2

0.90×10.0 9.0  10.0  9.0  m2

L = 6.0  m

単位数量

(10m当り)

10.0/2.0 5.0  6.0  3.0  組

0.068×10.0 0.7  6.0  0.4  m3

0.018×10.0 0.2  6.0  0.1  m3

0.12×(0.5×10.0/3.0) 0.2  6.0  0.1  m

0.2×0.2×(0.5×10.0/3.0) 0.1  6.0  0.1  m2

0.75×0.02×10.0 0.2  6.0  0.1  m3

0.10×2×10.0 2.0  6.0  1.2  m2

0.95×0.10×10.0 1.0  6.0  0.6  m3

0.95×10.0 9.5  6.0  5.7  m2

0.95×10.0 9.5  6.0  5.7  m2

止水ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-12-20BB

水抜孔 VPΦ75

合成不織布
200×200

基礎砕石 RC-40 t=200

基面整正 土 砂

18-12-20BB

敷ﾓﾙﾀﾙ 1:3

基礎型枠 均しｺﾝｸﾘｰﾄ

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-40BB

水抜孔 VPΦ75

吸出し防止材

延長･箇所 数 量 単位

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄL型擁壁 800×2000

裏込砕石 RC-40

止水ｺﾝｸﾘｰﾄ

単位数量計算書 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ逆L擁壁《 1100×2000 》

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式

単位数量計算書 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ逆L擁壁《 1200×2000 》

略    図 名  称 細  別

18-8-40BB

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄL型擁壁 1000×2000

単位

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ

RC-40裏込砕石

吸出し防止材
合成不織布
200×200

1:3

基礎型枠

計    算  ・  式

均しｺﾝｸﾘｰﾄ

延長･箇所

土 砂

数 量

基礎砕石 RC-40 t=200

基面整正

敷ﾓﾙﾀﾙ

裏込砕石 RC-40
A=0.038m2

18-12-20BB
A=0.018

止水コンクリート

吸出し防止材

吸出し防止材

18-12-20BB

A=0.018

止水コンクリート

裏込砕石 RC-40
A=0.068m2
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L = 6.0  m

単位数量

(10m当り)

10.0/2.0 5.0  6.0  3.0  組

0.128×10.0 1.3  6.0  0.8  m3

0.018×10.0 0.2  6.0  0.1  m3

0.12×(0.7×10.0/3.0) 0.3  6.0  0.2  m

0.2×0.2×(0.7×10.0/3.0) 0.1  6.0  0.1  m2

0.90×0.02×10.0 0.2  6.0  0.1  m3

0.10×2×10.0 2.0  6.0  1.2  m2

1.10×0.10×10.0 1.1  6.0  0.7  m3

1.10×10.0 11.0  6.0  6.6  m2

1.10×10.0 11.0  6.0  6.6  m2

L = 6.0  m

単位数量

(10m当り)

10.0/2.0 5.0  6.0  3.0  組

0.184×10.0 1.8  6.0  1.1  m3

0.018×10.0 0.2  6.0  0.1  m3

0.12×(0.72×10.0/3.0) 0.3  6.0  0.2  m

0.2×0.2×(0.72×10.0/3.0) 0.1  6.0  0.1  m2

1.10×0.02×10.0 0.2  6.0  0.1  m3

0.10×2×10.0 2.0  6.0  1.2  m2

1.30×0.10×10.0 1.3  6.0  0.8  m3

1.30×10.0 13.0  6.0  7.8  m2

1.30×10.0 13.0  6.0  7.8  m2

止水ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-12-20BB

水抜孔 VPΦ75

止水ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-12-20BB

基礎砕石 RC-40 t=200

基面整正 土 砂

水抜孔 VPΦ75

敷ﾓﾙﾀﾙ 1:3

基礎型枠

18-8-40BB

延長･箇所 数 量 単位

均しｺﾝｸﾘｰﾄ

1200×2000

延長･箇所

合成不織布
200×200

敷ﾓﾙﾀﾙ

単位数量計算書 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ逆L擁壁《 1400×2000 》

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式

裏込砕石 RC-40

吸出し防止材

1:3

基礎型枠 均しｺﾝｸﾘｰﾄ

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-40BB

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄL型擁壁

単位数量計算書 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ逆L擁壁《 1700×2000 》

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式 数 量 単位

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄL型擁壁 1400×2000

裏込砕石 RC-40

吸出し防止材
合成不織布
200×200

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ

基礎砕石 RC-40 t=200

基面整正 土 砂

吸出し防止材

18-12-20BB
A=0.018

止水コンクリート

裏込砕石 RC-40
A=0.128m2

吸出し防止材

18-12-20BB
A=0.018

止水コンクリート

裏込砕石 RC-40
A=0.184m2
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L = 4.0  m

単位数量

(10m当り)

10.0/2.0 5.0  4.0  2.0  組

0.244×10.0 2.4  4.0  1.0  m3

0.018×10.0 0.2  4.0  0.1  m3

0.12×(0.82×10.0/3.0) 0.3  4.0  0.1  m

0.2×0.2×(0.82×10.0/3.0) 0.1  4.0  0.0  m2

1.10×0.02×10.0 0.2  4.0  0.1  m3

0.10×2×10.0 2.0  4.0  0.8  m2

1.30×0.10×10.0 1.3  4.0  0.5  m3

1.30×10.0 13.0  4.0  5.2  m2

1.65×10.0 16.5  4.0  6.6  m2

L = 2.0  m

単位数量

(10m当り)

10.0/2.0 5.0  2.0  1.0  組

0.274×10.0 2.7  2.0  0.5  m3

0.018×10.0 0.2  2.0  0.0  m3

0.12×(1.0×10.0/3.0) 0.4  2.0  0.1  m

0.2×0.2×(1.0×10.0/3.0) 0.1  2.0  0.0  m2

1.20×0.02×10.0 0.2  2.0  0.0  m3

0.10×2×10.0 2.0  2.0  0.4  m2

1.40×0.10×10.0 1.4  2.0  0.3  m3

1.40×10.0 14.0  2.0  2.8  m2

1.65×10.0 16.5  2.0  3.3  m2

止水ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-12-20BB

水抜孔 VPΦ75

VPΦ75

RC-40

吸出し防止材

単位数量計算書 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ逆L擁壁《 1900×2000 》

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-40BB

延長･箇所 数 量 単位

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄL型擁壁 1500×2000

裏込砕石

数 量 単位

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄL型擁壁 1700×2000

延長･箇所

合成不織布
200×200

敷ﾓﾙﾀﾙ 1:3

基礎型枠 均しｺﾝｸﾘｰﾄ

吸出し防止材
合成不織布
200×200

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ

均しｺﾝｸﾘｰﾄ

18-8-40BB

基礎砕石 RC-40 t=200

止水ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-12-20BB

水抜孔

土 砂基面整正

裏込砕石 RC-40

略    図

基礎砕石 RC-40 t=200

基面整正 土 砂

単位数量計算書 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ逆L擁壁《 2000×2000 》

名  称 細  別 計    算  ・  式

敷ﾓﾙﾀﾙ 1:3

基礎型枠

吸出し防止材

18-12-20BB
A=0.018

止水コンクリート

裏込砕石 RC-40
A=0.244m2

吸出し防止材

18-12-20BB
A=0.018

止水コンクリート

裏込砕石 RC-40
A=0.274m2
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L = 2.0  m

単位数量

(10m当り)

10.0/2.0 5.0  2.0  1.0  組

0.300×10.0 3.0  2.0  0.6  m3

0.018×10.0 0.2  2.0  0.04  m3

0.12×(1.0×10.0/3.0) 0.4  2.0  0.1  m

0.2×0.2×(1.0×10.0/3.0) 0.1  2.0  0.0  m2

1.20×0.02×10.0 0.2  2.0  0.0  m3

0.10×2×10.0 2.0  2.0  0.4  m2

1.40×0.10×10.0 1.4  2.0  0.3  m3

1.40×10.0 14.0  2.0  2.8  m2

1.85×10.0 18.5  2.0  3.7  m2

単位数量

(10m当り)

単位数量計算書 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ逆L擁壁《 2200×2000 》

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式 延長･箇所 数 量 単位

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄL型擁壁 1700×2000

裏込砕石 RC-40

止水ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-12-20BB

水抜孔 VPΦ75

吸出し防止材
合成不織布
200×200

敷ﾓﾙﾀﾙ 1:3

基面整正 土 砂

基礎型枠 均しｺﾝｸﾘｰﾄ

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-40BB

基礎砕石 RC-40 t=200

単位数量計算書

略    図 名  称 細  別 計    算  ・  式 延長･箇所 数 量 単位

吸出し防止材

18-12-20BB

A=0.018

止水コンクリート

裏込砕石 RC-40
A=0.300m2
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7.3  

取合舗装2　参考平面図

不陸整正補充材平均厚

(0.0+3.7+31.0+2.4+20.6+0.4+4.8+2.4+0.0)/9 = ㎝

(NO.2+8.206)
NO.0

NO.0+6.00

NO
.1
+3
.5
0

NO
.1
+1
.0
0

NO.1+4.64

NO.0+13.26

NO.1+2.14
NO

.3
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管材費

数 量 表

名　　称 形状・寸法 単位長 単 位 合　計 摘　　要

【管材費】

HIVP RR 直管 計
直管 φ75×5000L 5.000 本 35.0m 35.0m 7本

計 合計

本 切管用片受直管(切管調書より) 4本 11 11

HIVP RR

曲管　45° φ75 0.464 個 8 8

ロング 配管延長

VSジョイント φ75 0.104 個 2 2 45.8m

HIVPゴム輪型用

離脱防止金具 φ75 個 16 16

配管明示ﾃｰﾌﾟ ｍ 45.8 45.8

埋設表示ｼｰﾄ ｱﾙﾀﾝ　ﾀﾞﾌﾞﾙ　150 ｍ 45.8 45.8

計算式
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管材費（給水工）

数 量 表

名　　称 形状・寸法 単位長 単 位 合　計 摘　　要

【管材費】 給水工

HIVP TS

直管 φ30×4000L 本 2.0m→1本 1 1

HIVP TS

ｿｹｯﾄ φ30 個 2 2

HIVP TS

ｴﾙﾎﾞ φ30 個 4 4

HIVP TS

直管 φ25×4000L 本 2.0m→1本 1 1

HIVP TS

ｿｹｯﾄ φ25 個 2 2

HIVP TS

ｴﾙﾎﾞ φ25 個 4 4

HIVP TS

直管 φ20×4000L 本 2.0m→1本 1 1

HIVP TS

ｿｹｯﾄ φ20 個 2 2

HIVP TS

ｴﾙﾎﾞ φ20 個 4 4

計算式

485/542



切 管 調 書 φ ｍｍ

番号 ① ①´ 番号
延長 ▼ ▼ 延長

番号 ② 番号
延長 ▼ 延長

番号 ③ 番号
延長 ▼ 延長

番号 ④ 番号
延長 ▼ 延長

番号 番号
延長 延長

番号 番号
延長 延長

番号 番号
延長 延長

番号 番号
延長 延長

番号
延長

番号
延長

2 1
0.100

3

4.9

0.5

75

管　種 HIVP RR 残　管 切断数 備　考 管　種 残　管 切断数 備　考

1 2
4.000

0.5 0.5

4.500
1

4 1
4.500

0.5

13.100 54 本 L= 6.900
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労務費

数 量 表

名　　称 形状・寸法 単位長 単 位 合　計 摘　　要

【労務費】

硬質塩化ビニル管据付 φ75 ｍ 45.8 45.8

新設管

硬質塩化ビニル管切断工 φ75 口 切管表より5口+新設管接続部2口 7 7

既設管

硬質塩化ビニル管撤去切断工 φ75 口 2 2

離脱防止金具使用する

硬質塩化ビニル管RR継手工 φ75 口 16 16

離脱防止金具使用しない

硬質塩化ビニル管RR継手工 φ75 口 3 3

硬質塩化ビニル管
硬質塩化ビニル管RR
継手工φ75歩掛準用

ﾒｶﾆｶﾙ継手工 φ75 口 4 4

管明示テープ工 天端明示のみ ｍ 45.8 45.8

管明示シート工 ｍ 45.8 45.8

計算式

487/542



労務費

数 量 表

名　　称 形状・寸法 単位長 単 位 合　計 摘　　要

【労務費】給水工

硬質塩化ビニル管据付 φ30 ｍ 2.0 2.0

新設管

硬質塩化ビニル管切断工 φ30 口 5 5

硬質塩化ビニル管TS継手工 φ30 口 12 12

硬質塩化ビニル管据付 φ25 ｍ 2.0 2.0

新設管

硬質塩化ビニル管切断工 φ25 口 5 5

硬質塩化ビニル管TS継手工 φ25 口 12 12

硬質塩化ビニル管据付 φ20 ｍ 2.0 2.0

新設管

硬質塩化ビニル管切断工 φ20 口 5 5

硬質塩化ビニル管TS継手工 φ20 口 12 12

計算式
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管路土工

数　量　表

名　　称 形状・寸法 単位長 単 位 合　計 摘　　要

掘削積込工 土砂 ｍ3 =17.8 10

埋戻工 流用土 ｍ3 =10.2 10

埋戻工 ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞｽ ｍ3 =7.4 7

残土計算 ｍ3 =6.6 6.6

計算式
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管路土工

延　長 42.2m 2.0m

掘削積込工 土砂 m3 0.396 16.71 0.564 1.13 17.84

埋戻工 流用土 m3 0.222 9.37 0.390 0.78 10.15

ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞｽ m3 0.168 7.09 0.168 0.34 7.43

残土計算 m3 0.149 6.29 0.131 0.26 6.55

m3

m3

m3

m3

m2

m2

m2

m2

φ75 φ75

土　工　数　量　計　算　表

土工① 土工②
計 合計 備 考
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φ 75 mm 外径φ 90 mm

　 控除 0.006 ㎡

As

舗装 0.03

0.05

H= 機　械 埋　戻

0.79 掘　削 発生土

0.10

ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞｽ

0.10

φ 75 mm

ｍ当り

数量

控除

機械掘削工 機械 0.600 ×( 0.740 - 0.080 ) 0.396

埋戻工 発生土 0.600 × 0.370 0.222

埋戻工 ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞｽ 0.600 × 0.290 - 0.006 0.168

残土処分工 土砂 0.396 - 0.222 / 0.900 0.149

土工単位数量計算書 土工断面①

掘削幅 B= 0.600

開粒度As

工  種 形状寸法 計　　算　　式 単位

0.60

0.19

0.37

再生砕石 0.10

0.74

0.09
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φ 75 mm 外径φ 90 mm

　 控除 0.006 ㎡

As

舗装

0.05

H= 機　械 埋　戻

1.09 掘　削 発生土

0.10

ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞｽ

0.10

φ 75 mm

ｍ当り

数量

控除

機械掘削工 機械 0.600 ×( 1.040 - 0.100 ) 0.564

埋戻工 発生土 0.600 × 0.650 0.390

埋戻工 ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞｽ 0.600 × 0.290 - 0.006 0.168

残土処分工 土砂 0.564 - 0.390 / 0.900 0.131

土工単位数量計算書 土工断面②

掘削幅 B= 0.600

密粒度As

工  種 形状寸法 計　　算　　式 単位

0.90

1.04

0.65

0.09
0.19

粒調砕石

0.05

0.10
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№1

形状・寸法 単 位 合　計 摘　　要

附帯工

管渠工

管路土工

床掘り 小規模  =21.7 20

埋戻工 流用土  =13.8 10

残土計算  21.7 - =6.4 6.4

管布設工

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管布設工 VUφ150 ｍ 19.47 =19.5 19

下水道管標識ｼｰﾄ 150×50　2倍 ｍ 19.47 =19.5 19

VU管切断工 φ150　既設 口 =1.0 1

管基礎工

砂基礎設置 ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞｽ  =5.3 5

ﾏﾝﾎｰﾙ工

小型ﾏﾝﾎｰﾙ工

宍粟市ﾃﾞｻﾞｲﾝφ300　T-14

小型ﾏﾝﾎｰﾙ 起点および中間形式　H≦2.0m 箇所 =2.0 2

接着受口ｶﾗｰ φ150 個 =1.0 1

数量集計表
名　　称 計算式

13.8/0.9
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№2

形状・寸法 単 位 合　計 摘　　要

取付管ます設置工

ます設置工 公共ます　φ200塩ビ　 箇所 =2.0 2 鉄蓋再利用

取付管布設工 φ150　L=2.75m　基礎含 箇所 =1.0 1

φ150　L=5.09m　基礎含 箇所 =1.0 1

VU管切断工 φ100　既設 口 =1.0 1

ます撤去工 式 =1.0 1

下水道管標識ｼｰﾄ 150×50　2倍 ｍ 2.75 + 5.09 =7.8 7

数量集計表
名　　称 計算式
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土工数量集計表
施工区分 基面整正

区間距離 管渠延長 可とう W

土留あり 土留なし RM RC 土留あり 土留なし H=1.5 H=2.0 H=2.5 H=3.0 1.5以下 2.0以下 2.5以下 3.0以下 継　手

 ｍ ｍ ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 本 ｍ 本 ｍ ｍ3 ｍ2

VU150

本管布設 19.47 19.00 15.576 9.813 19.47 4 3.00 19.00 5.321

取付管① 2.75 2.420 1.670 2.75 1 (2.16) (0.75)

取付管② 5.09 3.660 2.270 5.09 1 0.50 (4.50) (1.39)

/

/

/

/

/

/

/

/

合計 27.31 19.00 21.656 13.75 27.31 6 3.50 19.00 5.321

掘削

素掘
アルミ矢板建込 掘削深 ゴム輪

受　口
直　管

ﾌﾟﾚｰﾝ
ｴﾝﾄﾞ
直管

路盤掘削・処分 埋戻
基礎工管布設工

土　　留　　工    ( m ) 塩ビ管
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路線番号 人 孔 人 孔 深 掘 削 深 流入管 流出管
番 号 m m mm mm

1 M.1 1.039 1.090 VUφ150 VUφ150 箇所数 2 箇所

1 M.2 0.856 0.910 VUφ150 VUφ150 平均ﾏﾝﾎｰﾙ深 1.895 ÷ 0.948 ｍ

人孔据付工 2 箇所

箇所

立　管 1.135 ÷ 4 0.3 本

計 2 1.895

φ300　L=4.00ｍ

2

H≦2.0ｍ

2.0ｍ<H≦3.5ｍ

プレーンエンド直管

小型マンホール工数量表　「塩ビ製（曲点・合流点）」

工　種 形状寸法 算        式 数  量 単位
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90Y 45°曲 ST 15°曲 30°曲 45°曲 60°曲 75°曲 90°曲

H=60 t=50

2 1.135 1 12 2計 1.895 0.948

平均人孔深

0.23091.374 91.424 1 0.476 1
VUφ150

1 11 M.2 92.230 0.856
VUφ150

0.23091.521 91.521 11 0.659
VUφ150 VUφ150

1 11 M.1 92.560 1.039

個 個 個 個 個 個個 個 個 ｍ 個 個

0.230 0.255

ｍ ｍ ① ② ③ 組 組

粒

調

砕

石

摘

要

管底高：h(mm) T25 T14
150-300 200-300

流出管 流入管

内
蓋

(

塩
ビ
製

)

立管
φ300

受

口

プ

ラ

グ

イ

ン

バ

ー

ト

用

支

管

インバート桝（内径φ300）
イ
ン
バ
ー

ト
高

個 個 個 ｍ ヶ所

塩ビ人孔（曲点・合流インバート）計算表
路

線

番

号

人

孔

番

号

形

状

地

盤

高

人

孔

深

管種・管径：D(mm)
ﾀﾞｸﾀｲﾙ
鋳鉄蓋

台

座

調
整
リ
ン
グ
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管路情報
（VUφ150）

1 1 19.47 M.1 1.090 M.2 0.910 19.00 1.000 VU 150 0.800 昼間
塩ビ 塩ビ

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

舗装種別 施工区分路線番号 区間距離 管体延長 土留控除 土留延長人孔番号 掘削深１ 人孔番号 掘削深２ 平均掘削深 管種 管径 掘削幅
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形状・寸法 単 位 合　計 摘　　要

VU管切断工 φ150　既設 口 =1.0 1

VUキャップ φ150 個 =1.0 1

ます撤去工

名　　称 計算式
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m

人孔番号

M.1

M.2

▼施工基面

埋設表示ｼｰﾄ(管上0.30)

工　　種 数　　量

機械掘削 V= × × 15.576

発生土埋戻 V= × × 9.813

ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞｽ基礎 V= × × - 5.321

管体控除 V= 2 × 0.442

0.442

0
.
1
7

0
.
2
7

0
.
1
0

0.800

19.47

19.47

19.47

本管土量計算書 (VUφ150)

区間距離 19.47 管体延長 19.00 基礎延長 19.470

人孔外径

0

π/4× 0.17 19.47  

0.800 0.37  

0

0
.
6
3
0

0
.
7
3
0

1
.
0
0
0

0
.
1
0

掘
削

深
＝

0
.
3
7

0.800 0.63  

算　　　　　　　　式 単位

0.800 1.000
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t1= 0.00

t2= 0.00

t3= 0

土工延長　Ｌ＝ 2.75 2.75 ｍ　

No.1 人孔 公共ます 2.42 m
3

平均土被り　       　( 0.83 + 0.82 )/2= m

平均掘削深 0.83 + 0.17 + = 1.10 m

0.75 m
3

掘削幅 0.80

1.67 m3

砂 0.10

砂 0.10

数 量計　算　式

平
均
掘
削
深
　
-　
⑤
舗
装
　
=⑥
床
堀

掘削土砂

④路盤(t2)

⑥
床
堀
-砂
基
礎
-
④
路
盤

0.17

⑤舗装(t1)

①
砂
基
礎

砂基礎
ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞｽ

埋戻　流用土(良質）

管

取付管 VUφ150

(0.37×0.80-0.085 π)×2.75

（砂基礎用）

2.42-0.75-路盤0.80×0×2.75

ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞｽ

流用土(機械)

埋戻し

床　堀

                           取　付　管　①　土　工　計　算　書    

算式の根拠となる構造図 種　別 細　別

(1.1-0)×0.80×2.75

0.10

0.83
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t1= 0.00

t2= 0.00

t3= 0

土工延長　Ｌ＝ 5.09 5.09 ｍ　

No.2 人孔 公共ます 3.66 m
3

平均土被り　       　( 0.64 + 0.62 )/2= m

平均掘削深 0.63 + 0.17 + = 0.90 m

1.39 m
3

掘削幅 0.80

2.27 m3

砂 0.10

砂 0.10

                           取　付　管　②　土　工　計　算　書    

算式の根拠となる構造図 種　別 細　別 計　算　式 数 量

取付管 VUφ150

埋戻し ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞｽ

床　堀 (0.9-0)×0.8×5.09

0.63

（砂基礎用）

0.10

⑤舗装(t1) 流用土(機械) 3.66-1.39-路盤0.8×0×5.09

平
均
掘
削
深
　
-　
⑤
舗
装
　
=⑥
床
堀

掘削土砂

④路盤(t2)

0.17

埋戻　流用土(良質）

砂基礎
ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞｽ

①
砂
基
礎

管

(0.37×0.8-0.085 π)×5.09

⑥
床
堀
-砂
基
礎
-
④
路
盤
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特 記 仕 様 書 

 

工 事 名   市道山田下広瀬線道路改良工事 

 

工事場所   宍粟市山崎町山田地内 

 

工  期   令和８年３月25日限り 

 

第１条 適用 

本工事の施工にあたっては設計図書によるほか、以下の図書及び本特記仕様書によるものとする。 

土木工事共通仕様書（兵庫県土木部）[平成29年12月]（最新改訂版） 

土木請負工事必携（兵庫県土木部）[平成29年12月]（最新改訂版） 

土木工事施工管理基準（兵庫県土木部）[平成29年12月]（最新改訂版） 

小型構造物標準図集（兵庫県土木部）[平成25年10月]（最新改訂版） 

    

第２条 一般事項 

１. 受注者は施工に先立ち、事前に設計図書の照査を行うものとし、現地との整合性を確認し、疑義が生じた場合は、

確認できる資料を書面により提出し、監督員と協議の上処理するものとする。 

２. 受注者は施工に先立ち、監督員と立会いの上、BM、工事の起終点、官民境界等を確認しなければならない。また、

発注者より貸与する測量成果簿により再測量を行うものとし、その成果を監督員に報告するものとする。 

 

第３条 地元への対応 

１. 受注者は本工事を施工するにあたり、事前に自治会長等の関係者に挨拶(報告)すること。 

２. （工事用地区域外への対応） 

工事施工箇所、資材置き場、資材運搬路等に隣接する土地所有者とトラブルのないよう現地立会し、十分協

議すること。また、工事用地以外の区域へ立入りする場合及び草木等の伐採を必要とする場合には、必ず所

有者の承諾を得るものとする。（民地を掘削しなければならない時は、官民境界を監督員及び土地所有者と

立会確認し、控杭等を設置し保有する。） 

 

第４条 環境対策 

１. （排出ガス対策型建設機械） 

本工事において、排出ガス対策型建設機械指定要領に基づき指定された排出ガス対策型建設機械を使用す

るものとし、施工計画書に証明書を添付し提出すること。 

２. （公害対策） 

① 工事施工により発生する公害は、環境基準を厳守し万全の対策・処置を講じること。 

② 本工事箇所は、低騒音・低振動型機械を使用することとし、作業の実施にかかる事前の届出と規制基準

の遵守を義務づけられているので、作業開始７日前までに届けるとともに、その写しを１部提出するこ

と。 

③ 騒音及び振動、濁水について、工事施工前及び工事施工中において、監督員と協議の上必要に応じて観

測を行うものとし、工事により悪化した場合、速やかに対応を行うこととする。なお、前述の観測地点、

回数等については監督員と協議のうえ決定するものとし、これに要する費用については、受注者の負担

とする。 

④ 土砂掘削等による汚水、塵埃、騒音、振動及び路面の汚損には細心の注意を図ること。万一地元及び第

三者から苦情があった場合は、受注者で責任を持って処理すること。 

 

第５条 工事中の安全確保 

１. （工法変更等への対応） 

構造物等の施工に於いて湧水、その他の障害のため通常の工法では初期の目的を達することが出来ない場

合、または関係機関と協議の結果、新たな作業及び構造の変更が生じた場合は、対策工法を監督員と協議す

るものとし、設計変更の対象とする。 
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２. （掘削部の安全施工） 

土石崩落等危険と判断される時及び床堀法面において、関係機関との打合せ等により、危険防止のための安

全対策等が必要となった場合は、監督員と協議するものとし設計変更の対象とする。 

３. （安全・訓練等の実施） 

安全・訓練等の実施については、土木工事共通仕様書第1編を参照のこと。また、実施状況をビデオまたは

工事報告書(工事旬報)に記録し報告するほか、写真等も整理のうえ提出すること。（尚、これらに要する経

費については、現場管理費率に含む。） 

 

第６条 交通安全管理 

１. （道路使用願等） 

工事の施工に当たっては、一般通行等に及ぼす影響を最小限になるように施工計画を立案し、監督員と協議

すると共に、「道路使用許可願」を所轄警察に提出し、その許可を得るとともに許可証の写しを監督員に提

出すること。また、関係機関との協議を発注者と共に行い、必要な安全対策を講じること。 

２. （安全施設類） 

標識類、防護柵等の安全施設類については、現場条件に応じて設置する他、道路管理者及び所轄警察署と打

合わせを行い実施するものとする。なお、打合わせの結果又は条件変更等に伴い、道路工事現場における標

示施設等の設置基準(土木請負工事必携 11)以上の保安施設類が必要な場合、監督員と協議するものとし、

設計変更の対象とする。 

３. （交通誘導員の有資格） 

① 本工事に配置する交通誘導員は、警備員等の検定等に関する規則(平成17年11月18日国家公安委員会

規則第20号)等に基づき、交通誘導警備検定合格者(1 級又は2級)を規制箇所毎に1名以上配置するこ

ととする。 

② 受注者は、配置した交通誘導警備検定合格者の検定合格証(写し)を監督員に提出するものとする。 

４. （交通誘導員の配置） 

交通誘導員については、下表のとおり計上しているが、道路管理者及び所轄警察署の打合せの結果又は、条

件変更等に伴い員数に増減が生じた場合は、設計図書に関して監督員と協議するものとし、設計変更の対象

とする。 

配  置  場  所 交通誘導員 編    成 昼夜別 交替要員の有無 

施工箇所の起終点 ２名／日 交通誘導員Ｂ ２名 昼間 無 

なお、交通誘導員Ａ，Ｂの定義は次のとおり。 

交通誘導員Ａ：警備業者の警備員(警備業法第2条第4項に規定する警備員をいう。)で、交通誘導警備

業務(警備員等の検定等に関する規則第1条第4号に規定する交通誘導警備業務をいう。)

に従事する交通誘導警備業務に係る1級検定合格警備員又は2級検定合格警備員 

交通誘導員Ｂ：警備業者の警備員で、交通誘導員Ａ以外の交通の誘導に従事するもの 

５. （過積載による違法運行の防止について） 

過積載による違法運行防止対策として次の事項を遵守すること。 

① 積載荷重制限を超えて土砂を積み込まない。 

② 過積載を行っている業者から、資材を購入しない。 

③ 不正改造運搬車（さし枠装着､違法物品積載装置）を一切使用してはならない。また、工事現場への出

入もさせてはならない。 

 

第７条 建設廃材等の処分 

１. 「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に定める廃棄物は、同法に準拠した適切な方法により処分すること。 

２. 産業廃棄物の処分にあたっては、同法の許可を持った産業廃棄物処理業者において処分すること。 

３. 特定建設資材廃棄物を処分する場合（特定建設資材の分別解体等・再資源化等） 

特定建設資材の分別解体等・再資源化等については、以下の①と②の積算条件を設定している。 
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① 分別解体等の方法 
 
工
程
ご
と
の
作
業
内
容
及
び
解
体
方
法 

工  程 作 業 内 容 分別解体等の方法 

①仮設 
仮設工事 

□有   ■無 

□手作業 

□手作業・機械作業の併用 

②土工 
土工事 

■有   □無 

□手作業 

■手作業・機械作業の併用 

③基礎 
基礎工事 

□有   ■無 

□手作業 

□手作業・機械作業の併用 

④本体構造 
本体構造の工事 

□有   ■無 

□手作業 

□手作業・機械作業の併用 

⑤本体付属品 
本体付属品の工事 

□有   ■無 

□手作業 

□手作業・機械作業の併用 

⑥その他 

（    ） 

その他の工事 

□有   ■無 

□手作業 

□手作業・機械作業の併用 

上記①の「分別解体等の方法」の欄については、該当がない場合は記載の必要はない。 

②再資源化等をする施設の名称及び所在地 

特定建設資材 

廃棄物の種類 
施設の名称 運搬距離 所 在 地 受入等諸条件 その他 

コンクリート塊 

（無筋） 
㈱ｲｶﾞｷ 1.6㎞ 

宍粟市山崎町

千本屋字女薮

291-1他2筆 兵庫県土木部の「建設

副産物の処理ならびに

受入価格」に掲載され

る当該施設の受入条件

を遵守すること 

監督員の指

示による 

コンクリート塊 

（有筋） 
㈱ｲｶﾞｷ 1.6㎞ 

宍粟市山崎町

千本屋字女薮

291-1他2筆 

アスファルト塊 ㈱ｲｶﾞｷ 1.6㎞ 

宍粟市山崎町

千本屋字女薮

291-1他2筆 

上表②については、積算参考条件を明示しているものであり受入施設を指定するものではない。受注者は、

県登録施設から搬出先施設を選定し、共通仕様書に基づき施工計画書に記載して監督員に提出しなければ

ならない。なお、受注者が選定した施設が、積算条件と異なる場合においても設計変更は行わない。ただ

し、上表の施設が工事発注後に県登録施設から登録抹消されるなど、受入困難となった場合は、設計変更

を行う。 

４. 建設リサイクル法等に基づく手続き 

受注者は、契約締結までに建設リサイクル法第12条に基づき、必要事項を所定の書面に記載し提出すること。

また、工事が完了したときは、建設リサイクル法第18条に基づき、以下の事項を書面に記載し、提出するも

のとする。 

   ・再資源化等が完了した年月日 

   ・再資源化等をした施設の名称及び所在地 

   ・再資源化等に要した費用 

併せて、再生資源利用計画書（実施書）及び再生資源利用促進計画書（実施書）を提出するものとする。 

また、受注者は、法令等に基づき、再生資源利用計画及び再生資源利用促進計画を工事現場の公衆が見やす

い場所に掲げなければならない。掲示様式は県HPに掲載の様式もしくは、建設副産物情報交換システムで出

力される様式を使用すること。 

５. マニフェストシステムについて 

この工事で排出される建設廃棄物を現場外に搬出して処理（再資源化施設、積み替え保管場所経由で最終処分）

する場合、産業廃棄物管理票（マニフェスト票）を使用し、受注者の責において５年間保存すること。 

産業廃棄物管理票（マニフェスト票）Ｄ･Ｅ票及び計量伝票を検査時に提示し、様式25の産業廃棄物管理票交

付状況総括表は提出することとする。（設計計上量を最大値として、上記検収数量を算出数量として、変更の

対象とする。） 

６. 受注者が直接（法律に基づく許可地でない土地）処分地に投棄した処分量は、投棄量算出量としない。 
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７. 建設副産物の運搬を廃棄物処理業者に委託する場合には、必ず書面による委託契約を締結する。また、運搬及び

処分を業とする許可書を、委託契約の写し及び処理業者の所在地と運搬ルートとともに施工計画書に添付する

こと。 

８. 受注者は建設資材廃棄物の産業廃棄物処分業者への引渡しが完了したときは、「産業廃棄物等の不適正な処理の

防止に関する条例」（平成15年3月17日兵庫県条例第23号）第16条の3に基づき、建設資材廃棄物引渡完了

報告を監督員に提出すること。（工作物等解体工事は請負代金500万円以上、建築物解体工事は延床面積80㎡以

上） 

 

第８条 舗装の切断作業に伴い発生する濁水等の適正処理 

１. 濁水等の適正処理 

舗装の切断作業に伴い発生する濁水等は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に基づき、下表の分類により、

適正に処理すること。 

表  産業廃棄物の分類 

工法 

区分 
濁水が生じる工法（湿式） 濁水が生じない工法（空冷式等） 

排出形態 濁水 粉体 

産業廃棄物の分類 

「汚泥」、含まれる成分によっては、「汚泥

＋廃アルカリ混合物」 

※乾燥させた場合も同様 

「がれき類」 

※政令市等[神戸・尼崎・西宮・明石・姫路]

以外における取扱い。政令市等における分

類は異なる場合があるため、別途当該市の

環境部局に確認のこと 

２. 濁水が生じる工法での処理方法等 

濁水が生じる工法（湿式）を採用する場合は、産業廃棄物の「汚泥」または「汚泥＋廃アルカリ混合物」として

適正に処理すること。収集・運搬・処理方法は下記①～③のとおりとする。 

① 収集方法 

以下の収集方法等により、直接現場外に排水することなく、適正に収集すること。なお、これらの方法は指

定ではなく、各現場にて適正に収集することが可能な方法で収集すること。 

＜収集方法（例）＞ 

 ・濁水を収集する機能を有するカッター機械（バキューム式）による収集 

 ・工業用掃除機による収集 

 ・濁水をスポンジ等で吸着させバケツ等に移し替えて収集       等 

② 運搬方法 

収集した濁水は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」の運搬の基準に従い、適正に処理すること。 

③ 処理方法 

収集した濁水は、産業廃棄物の「汚泥」として「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に基づき適正に処理

すること。 

なお、収集した濁水に含まれる成分によっては、産業廃棄物の「廃アルカリ」との混合物に分類される可能

性があるため、処理の際には十分注意すること。また、pH12.5以上の場合は「特別管理産業廃棄物」とし

ての処理が必要となるので十分注意すること。 

「廃アルカリ」や「特別管理産業廃棄物」としての処理が必要となった場合には、その処理方法を監督員と

協議の上、適正に処理するものとし、その際に必要となる経費については、設計変更の対象とする。 

３. 濁水が生じない工法での処理方法等 

濁水が生じない工法（空冷式等）を採用する場合は、収集にあたり吸引装置を併用するなど、粉塵の飛散防止対

策を行うとともに、収集した粉塵については、産業廃棄物の「がれき類」として適正に処理すること。 

４. 当初設計における濁水処理費 

当初設計においては、濁水処理費を以下のとおり計上している。①濁水量は実施数量（マニフェストで確認）に

応じて設計変更を行う。 

① 濁水量  0.39ｔ  

② 運搬費  普通トラック（２ｔ）運搬 
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③ 処理施設 

廃棄物の種類 施設の名称 運搬距離 所在地 受入等諸条件 その他 

「汚泥」 

（泥水） 

㈱赤穂ﾘｻｲｸﾙｾﾝ

ﾀｰ 
46.4㎞ 

兵庫県赤穂市

加里屋1250-1 

兵庫県土木部の「建設副産

物の処理ならびに受入価

格」に記載の当該施設の受

入条件を遵守すること 

監督員の指

示による 

上表については、積算参考条件を明示しているものであり、受入施設を指定するものではない。受注者は、

県登録施設もしくは産業廃棄物処分場としての許可を有する施設を選定し、共通仕様書に基づき、施工計

画書に記載して監督員に提出しなければならない。なお、受注者が選定した施設が、積算参考条件と異な

る場合においても設計変更は行わない。ただし、上表の施設が工事発注後に県登録施設の抹消などにより

受入困難となった場合や、受注者が選定した施設が県登録施設または上表の施設以外の施設で、処理費が

当初設計より安価となる場合は、設計変更を行う。 

この他、工事発注後に明らかになった事情により、当初想定した積算参考条件により難い場合は、監督員

と協議の上、必要に応じて設計変更を行う。 

 

第９条 建設発生土及び採取土 

１. 建設発生土を県登録施設へ搬出する場合 

（建設発生土の搬出先） 

建設発生土の搬出先は、積算条件として、以下を設定している。 

品  目 施設の名称 運搬距離 所 在 地 受入等諸条件 その他 

建設発生土 ㈱清名 3.3㎞ 
宍粟市山崎町

中比地547 

兵庫県土木部の「建設

副産物の処理ならびに

受入価格」に掲載され

る当該施設の受入条件

を遵守すること 

監督員の指

示による 

上表については、積算参考条件を明示しているものであり受入施設を指定するものではない。受注者は、

県登録施設から搬出先施設を選定し、共通仕様書に基づき、施工計画書に記載して監督員に提出しなけれ

ばならない。なお、受注者が選定した施設が、積算条件と異なる場合においても設計変更は行わない。 

ただし、上表の施設が工事発注後に県登録施設から登録抹消されるなど、受入困難となった場合は、設計

変更を行う。 

２. 処分地における押土等処理方法は監督員の指示を得ること。 

検収方法としては、受注者は伝票または出来形展開図（処分前、処分中、処分後の写真を含む）を提出すること。 

３. 土質調査の結果等により流用が不可能と考えられる場合は、監督員と協議の上、適正に処分を行うものとする。 

 

第１０条  支障物件内容及び地下埋設物件の事故防止 

１. 本工事区間の支障物件は下表のとおりである。受注者は各管理者と連絡を十分に行い、施工すること。 

支 障 物 件 管 理 者 管理者との協議 移 設 時 期 

上下水道管 宍粟市上下水道課 事前協議済、施工前立会 要調整 

電柱 関西電力㈱ 事前協議済、施工前立会 要調整 

２. 工事の施工にあたって予想される地下埋設物件は、管理者と現地立会のうえ、当該物件の位置・深さを確認し、

保安対策について十分打合せを行ない、事故の発生を防止すること。保安対策の打合せを行ったときは、「立会

打合せ調書」に立会者の押印を求め、当該調書の写を監督員に提出するものとする。 

３. 請負人の責により地下埋設物件に損害を与えた場合は、すみやかに監督員に報告するとともに関係機関に連絡し

応急措置をとり、請負人の負担によりこれを補修しなければならない。 

４. 埋設物件等の管理者不明のものがある場合は、監督員に報告し、その処置については、占用企業者全体の立会を

求め、管理者を明確にしなければならない。その結果死管の処置を請負人が企業者より依頼を受けた場合には、

文書によってその責任を明確にしておかなければならない。 
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第１１条  週休２日確保工事について 

１． 本工事は、原則週休２日（土曜・日曜）を確実に取得できるよう工事を実施する「週休２日制度」の対象工事

であり、その旨を工事看板（看板④）に明記すること。（受注者は契約後、施工計画書を提出する。）建設業へ入

職しやすい環境整備のため、週休２日が確実に確保できるよう受発注者間で工程を調整し、施工計画を作成する

などの取り組みを行う。 

２． 天候や地域住民対応等で土曜・日曜の施工が必要となった場合は、監督員と協議のうえ、振替休日を取得する

等、週休２日に努めること。（但し、工事成績評定の加点等については、土曜・日曜の現場閉所に限定して評価す

るが、１ヶ月あたり２日を上限として、土曜・日曜の現場閉所日を平日に振り替えることを可能とする。） 

３． 現場稼働中の工期〔工事着手（現場測量等）前、年末年始休暇６日間、夏季休暇３日間、一時中止期間、工場製

作期間、工事完了後等の期間を除く〕の原則土曜・日曜の現場閉所（以下「現場閉所」という。）の達成状況（平

日振替日を含む）に応じて工事成績の評価を行う。 

４． 現場閉所の確認のため、受注者は工事履行報告書を提出すること。 

５． 労務費等の補正については、当初予定価格に４週８休以上を達成した場合の補正係数を各経費に乗じている。

なお、現場閉所の達成状況が４週８休に満たないものは、現場閉所の達成状況に応じて請負代金額のうち補正分

を、減額変更する。 

６． 土曜・日曜の休日に受注者の作業員や下請け企業が他の現場で作業に従事することを制限しない。同様に現場

代理人等（監理技術者、主任技術者、監理技術者補佐）が休日に書類作成等の内業や他の現場に従事することを

制限しない。但し、専任の者である場合、他の現場に従事しないこと。 

≪週休２日制度の達成状況≫ 

 現場閉所日数（平日振替日を含む）を現場稼働中の土曜・日曜の全日数で除し、小数点以下を四捨五入する。 

 ※悪天候や作業工程等の理由により、平日が現場閉所となり、土曜や日曜に作業を行った場合は、１ヶ月あた

り２日を上限として、土曜・日曜の現場閉所日を平日に振り替えることを可能とする。 

 

＜労務費、機械経費、共通仮設費率、現場管理費率の補正＞ 

一般公共（港湾工事４工種除く）の場合          

補正係数 

補正係数 

４週８休以上達成の場合 

土日現場閉所 

労務費 1.04 

機械経費（賃料） 1.02 

共通仮設費率 1.03 

現場管理費率 1.05 

 

第１２条  特定外来生物の駆除について 

１. 工事着手前に工事区域内において、以下に示す特定外来生物が生育していないか現地踏査を行い、特定外来生物

の生育の有無を、監督員に報告すること。なお、下記に記載の特定外来生物の生育が確認された場合は、別途、

施工計画書にその処分、運搬方法等について記載すること。 

・特定外来生物の種類： 

ｱﾙﾃﾙﾅﾝﾃﾗ・ﾌｨﾛｸｾﾛｲﾃﾞｽ(ﾅｶﾞｴﾂﾙﾉｹﾞｲﾄｳ)、ﾋﾟｽﾃｨｱ・ｽﾄﾗﾃｨｵﾃｽ(ﾎﾞﾀﾝｳｷｸｻ)、ｱｿﾞﾙﾗ・ｸﾘｽﾀﾀ、ｺﾚｵﾌﾟｽｨｽ・ﾗﾝｹｵﾗﾀ(ｵｵ

ｷﾝｹｲｷﾞｸ)、ｷﾞｭﾑﾉｺﾛﾆｽ・ｽﾋﾟﾗﾝﾄｲﾃﾞｽ(ﾐｽﾞﾋﾏﾜﾘ)、ﾙﾄﾞﾍﾞｷｱ・ﾗｷﾆｱﾀ(ｵｵﾊﾝｺﾞﾝｿｳ)、ｾﾈｷｵ・ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾘｴﾝｽｨｽ(ﾅﾙﾄｻﾜｷﾞ

ｸ)、ｽｨｷｭｵｽ・ｱﾝｸﾞﾗﾄｩｽ(ｱﾚﾁｳﾘ)、ﾐｭﾘｵﾌｭﾙﾙﾑ・ｱｸｱﾃｨｸﾑ(ｵｵﾌｻﾓ)・ﾙﾄﾞｳｨｷﾞｱ・ｸﾞﾗﾝﾃﾞｨﾌﾛﾗ(ｵｵﾊﾞﾅﾐｽﾞｷﾝﾊﾞｲ等)、ｳﾞ

ｪﾛﾆｶ・ｱﾅｶﾞﾙﾘｽ-ｱｸｱﾃｨｶ(ｵｵｶﾜﾁﾞｼｬ)、の植物11種 

（詳細については、下記の環境省ホームページ 

ＵＲＬ：https://www.env.go.jp/nature/intro/2outline/list.htmlを参照） 

２. 確認された特定外来生物の防除を行う場合、別紙防除実施計画書に基づいて個体を採取し、処分しなければなら

ない。 

３. 特定外来生物の防除完了後、防除記録台帳を作成し、監督員に提出すること。 

４. 特定外来生物を含む残土については、極力、現場内にて処分するよう努めること。 
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第１３条  法定外の労災保険の付保 

本工事において、受注者は法定外の労災保険に付さなければならない。 

 

第１４条 施工管理 

５. 受注者は、本工事に関する施工管理担当者を定め、その氏名を書面で発注者に通知しなければならない。施工管

理担当者を変更したときも同様とする。 

６. 主任技術者（監理技術者）及び専門技術者は、前項の施工管理担当者を兼ねる事が出来る。 

７. 施工管理担当者は、土木工事施工管理基準及び規格値、同運用方針により、施工管理を実施しなければならない。

また、工事の進捗に伴い、必要な事項が生じた場合には追加することがある。 

８. 施工管理のうち、品質および出来形管理については、管理基準および規格値、同運用方針に基づいて試験や測量

を実施するとともに、そのデータを用いて管理図等（管理図またはデータの集計表）を作成し、提出すること。

（データのみの提出はしないこと） 

第１５条 写真管理 

１. 写真管理については、土木工事施工管理基準の写真管理基準により撮影、整理すること。 

黒板・スタッフ・ポール等をあて工種、測点ごとに明確に撮影し、分り易く整理して提出すること。 

２. 写真はカラーL版（89×127mm）とする。ただし、着工前及び完成写真等は、キャビネ版（127×178mm）またはパ

ノラマ写真（つなぎ写真可）とし、それぞれ対比して撮影すること。 

３. 完成写真には測点及び起終点方向を明示すること。 

 

第１６条 品質規格 

１. 本工事に使用する材料の品質規格は、共通仕様書及び「小型構造物標準図集」によるものとする。 

２. （コンクリート管理） 

① コンクリート中の塩化物量の総量規制、アルカリ骨材反応抑制対策については、指示する重要構造物に

ついて、コンクリート中の塩化物総量規制及びアルカリ骨材反応抑制対策実施要領に基づき、コンクリ

ート打設前に試験を実施し規格値を満足することを確認のうえ打設すること。（請負必携21参照） 

② コンクリートの強度管理については、標準養生で行うこととする。但し、脱型に係る強度確認は現場空

中養生にて行うこと。 

③ 鉄筋のかぶりを確保するため、スペーサーを構造物の側面については原則１㎡につき２個以上、構造物

の底面については原則１㎡につき４個以上設置する。 

３. （再生切込砕石） 

① 本工事に使用する砕石は、再生切込砕石（0～30、0～40㎜）とする。 

なお、生産業者の都合により再生切込砕石の供給に支障がある場合は監督員と協議し、その指示に従う

こと。 

② 下層路盤材・土木構造物の基礎砕石及び裏込砕石に使用する材料は、下記の品質規格を満足するものと

し、受注者は施工にあたって事前に使用する再生切込砕石生産者及び最近の試験結果を提出し、監督員

の承諾を受けなければならない。 

また、アスファルトコンクリート塊を原料とする再生切込砕石を下層路盤材として使用する場合は、別途

資材と混合して使用するものとし、アスファルトコンクリート塊の混合割合は重量比60％以下とする。 

ただし、別途資材として鉄鋼スラグ路盤材、アッシュストーンを30%以上混合した場合に限り、アスファ

ルトコンクリート塊の混合割合は上記規定を適用しない。 

なお、生産者の都合により再生切込砕石の供給に支障がある場合は、監督員と協議のうえ、新材切込砕石

に変更することとし、設計変更の対象とする。 

再生切込砕石の品質基準は以下の通りとする。 

修正ＣＢＲ（％） ＰＩ（塑性指数） すりへり減量 粒   度 

３０以上 ６以下 ５０％以下 再生切込砕石の粒度範囲に入ること 

４. （セメントコンクリート製品） 

① 本工事に使用するセメントコンクリート製品は、共通仕様書及び「小型構造物標準図集」によるものと

する。なお、「小型構造物標準図集」に示す構造規格を満足する側溝等の使用に当たっては、監督員の

承諾を得て使用することができるものとし、それに係る請負代金の変更は行わないものとする。 

② 品質確認は、「セメントコンクリート二次製品の取組要領」（兵庫県県土整備部）〔平成27年1月〕に基づ

き実施する。 
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５. （コンクリート二次製品） 

① 本工事において、下記の製品を使用する場合には「下水汚泥溶融スラグを用いたコンクリート二次製品

使用促進要領」（以下「要領」という。）に基づき認定された下水汚泥溶融スラグを用いたコンクリート二

次製品（以下「認定製品」という。）の使用を原則とする。 

なお、認定製品が調達できない等、やむを得ない場合については、通常のコンクリート二次製品の使用を

認めることとするが、事前に発注者の了解を得るものとする。ただし、設計変更の対象としない。 

○対象とする製品 

 Ⅰ．境界ブロック（JISA5371：推奨仕様B-2） 

   イ：片面歩車道境界ブロック、ロ：両面歩車道境界ブロック（兵庫県型駒止ブロック）、 

ハ：地先境界ブロック 

 Ⅱ．Ｕ型側溝1種（トラフ）（JISA5372：推奨仕様E-1） 

 Ⅲ．上ぶた式Ｕ型側溝（JISA5372：推奨仕様E-2） 

   イ：1種（トラフ）、ロ：2種（トラフ）、ハ：1種（蓋）、ニ：2種（蓋） 

 Ⅳ．落ちぶた式Ｕ型側溝（JISA5372：推奨仕様E-3） 

   イ：1種（JIS側溝）、ロ：3種（JIS側溝）、ハ：1種（蓋）、ニ：3種（蓋） 

Ⅴ．プレキャストＵ型側溝 

   イ：PU100型（要領 別図1-1）、ロ：PU200型（要領 別図1-2）、 

ハ：側溝蓋（NC2 系）（要領 別図1-3） 

Ⅵプレキャスト街渠 

イ：PG(F)型（要領 別図1-4）、ロ：PGU(F)型（要領 別図1-5） 

② 受注者は、認定製品の使用にあたっては、要領第10条第1項に基づき兵庫県土木部長（県土整備部長）

が発行した認定書を工事用材料使用承諾願に含め監督員に提出し、監督員の確認を受けなければならな

い。 

③ 認定製品は、JIS認証製品と同等の取り扱いとするため、受注者は、土木工事共通仕様書によるほかセメ

ントコンクリート二次製品取扱要領に基づき品質確認等（材料承諾を含む）を行うものとする。 

④ 受注者は、現地納品された製品について、要領第12条第１項によるスラグマークの表示を確認するもの

とする。 

６. （瀝青材料） 

① 本工事における再生密粒度アスファルト混合物（TOP13）は下水汚泥溶融スラグを用いたアスファルト混

合物（以下「下水汚泥スラグアスファルト混合物」という。）の使用を原則とする。 

ただし、材料の調達が困難な場合は通常の再生密粒度アスファルト混合物の使用を妨げない。 

なお、この場合、事前に監督員の了解を得ることとするが、設計変更の対象とはしない。 

② 下水汚泥スラグアスファルト混合物における材料の試験成績表や品質証明書の提出、配合設計及び試験

練り等については、土木工事共通仕様書によるものとする。 

③ 下水汚泥溶融スラグ及び下水汚泥スラグアスファルト混合物の品質管理は「下水汚泥溶融スラグの品質

基準」、「下水汚泥溶融スラグを用いたアスファルト混合物の品質基準」を満たすものとする。 

④ 下水汚泥スラグアスファルト混合物には揖保川浄化センター（兵庫西流域下水汚泥広域処理場）で製造

された溶融スラグを使用するものとする。 

⑤ 受注者は、アスファルト混合物事前審査委員会の事前審査で認定した加熱アスファルト混合物を使用す

る場合は、事前に認定書（認定書、混合物総括表）の写しを監督員に提出できるものとする。この場合、

「土木工事共通仕様書」によらず、アスファルト混合物及び混合物の材料に関する品質証明書･試験成績

表の提出及び配合設計･試験練りを省略することができる。 

⑥ 事前審査制度認定書による場合の「品質管理基準」は以下のとおりとする。 

 

工 種 種 別 試験区分 試  験  項  目 試  験  基  準 

ア
ス
フ
ァ
ル

ト
舗
装 

材 
 

料 

必 須 
土木施工管理基準 

｢品質管理基準｣の全項目 

 

 

事前審査による認定書の提出 

 
その他 

土木施工管理基準 

｢品質管理基準｣の全項目 
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プ 

ラ 

ン 

ト 

必 須 

配合試験  

混合物のアスファルト量抽出 

混合物の粒度分析試験 

温度測定（混合物） 

土木施工管理基準｢品質管理基

準｣に基づきプラントの自主管

理による（注１） 

基準密度の決定 事前審査による認定書の提出 

（注１） 監督員の指示があった場合は、試験結果一覧表を提出するものとする。 

 

第１７条 一般施工 

１. （準備工） 

伐開、除根及び段切工等の準備工については、共通仮設費の中に含まれるので、土木工事共通仕様書に則っ

て実施すること。また、除根材については建設廃棄物の対象となるため、監督員と協議の上、適正に処分す

るものとする。 

２. （掘削工） 

① 受注者は、掘削中に設計図書に記載のない場所で土質の変化が現れた場合、写真等で記録を撮ると同時

に監督員と協議するものとする。また、完成図書として土質変化地点を記載した図面等を提出するもの

とする。 

② 受注者は掘削の施工中において、地山の挙動を監視しなければならない。なお、自然崩壊･地すべり等が

生じた場合、あるいは生ずる恐れがある場合は処置方法を監督員と協議しなければならない。緊急やむ

を得ない場合は応急措置をとった後、監督員に報告しなければならない。 

３. （盛土工） 

盛土を施工する際、盛土の締固め基準が確保できないような不良地盤が現れたときは、処理方法について監

督員と協議しなければならない。 

４. （とりこわし工） 

コンクリート構造物及びアスファルト舗装版を取り壊した時は、速やかに取壊し数量及び根拠となる図面

を監督員に提出しなければならない。 

５. （現場打擁壁工） 

① 現場打擁壁工（構造物単位）の小型擁壁、重力式擁壁、もたれ式擁壁、逆Ｔ型擁壁、Ｌ型擁壁の数量は、

つま先版、かかと版、突起を含む擁壁本体コンクリートの数量であり、型枠、足場、コンクリート関係の

費用を含んでいる。 

② 雑工種として、基礎砕石、均しコンクリート、目地材、水抜パイプ、吸出防止材（点在）を計上している

が、現地の状況により不要となる場合及び擁壁本体コンクリート数量に変更がある場合以外は、数量の

変更が生じても原則として変更の対象としない。なお、雑工種の出来形及び品質管理については、仕様

書及び図面に基づき適切に実施すること。 

③ 背面排水について、水抜パイプは道路・その他の場合、ＶＰφ75とし、河川・砂防の場合はＶＵφ75と

する。もたれ式擁壁は２㎡に１箇所程度、その他型式の擁壁は前面に容易に排水できる高さの範囲内に

おいて５ｍ以内の間隔で設置する。また、重力式等小型擁壁(２ｍ以下)は水抜孔の位置に 30 ㎝×30 ㎝

(ｔ=5㎝)の透水マットを、その他の擁壁は縦横方向の透水マットを設置することを原則とする。 

④ 伸縮目地について、無筋コンクリート構造は10ｍ間隔(ｔ=10㎜)、鉄筋コンクリート構造は20ｍ間隔(ｔ

=20㎜)を標準とする。 

６. （街渠工） 

一般部と乗入部があるが、施工に先立ち隣接する地権者と立会を行い、乗入部施工位置を確認し、監督員の

了解を得てから施工するものとする。 

７. （舗装打換工） 

① 横断測量の間隔は20ｍとする。 

② 交通開放する場合、施工に伴う段差は交通に支障のないよう縦断・横断方向４％以下の勾配ですりつけ

舗装を施工し、危険防止と交通安全を計らなければならない。 

③ 区画線設置は、表層完了後すみやかに施工しなければならない。 

なお、本区画線設置までの期間については、監督員と協議し仮区画線を設置し、交通の安全を計らなけ

ればならない。 
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第１８条 詳細図等の作成 

取り合い、現地再測量による数量等の変更、構造物の変更および追加による図面は、監督員と協議の上、受注者

が全て作成すること。（設計変更に使用できる図面と数量を提出すること。） 

 

第１９条 工事標示板等 

１. 受注者は、工事看板に宍粟産間伐材を使用すること。また、宍粟市のマスコットキャラクター「しーたん」を工

事看板に表示し、工事現場に設置すること。（看板①） 

２. その他の標示板〔お願い看板、まわり道、誘導標示板等〕にあっても積極的に宍粟産間伐材を使用すること。 

 

第２０条 その他施工関係 

１. 土質の状態により、工法の変更もあり得るので、掘削時に監督員と現地確認を行い協議すること。 

２. 本工事設計書の種別欄の記号は、別冊小型構造物図集に掲載の形式を表示している。 

名称、単位、数量、構造物を省略かつ代表断面により発注しているので、受注者は施工にあたり位置・形状・寸

法等に誤りの無いようにしなければならない。 

３. 受注者は、縦断面図等のない場合でも、縦断勾配の配慮を要する構造物については、特にその目的及び機能を果

たす施工をしなければならない。 

４. 受注者は、軽微な取り合わせ等、現場の納めについては、図示されていないものであっても施工するものとする。 

５. 監督員と協議・打合せした内容については、書類にて監督員に提出するものとする。 

６. 本工事の施工にあたり河川への影響がある場合は、事前に関係者と調整を図ること。 

７. 広範囲に住民等に周知する工事及び交通量が多い工事においては、看板②を見やすい場所に設置するとともに

看板③を起終点に設置を行うこと。 

８. 当該工事によりマンホール等の高さ調整の必要が生じた場合は、起工測量に基づき調整箇所数及び調整高を監

督員へ報告し、監督員及び占用者の了承を得た後、受注者の責任において高さ調整（撤去・設置・資材調達）等

を行うこととする。これに要する費用について、基本的には占用者が負担するものする。 

９. 主要地方道宍粟下徳久線の施工について、兵庫県と具体的な施工時期・交通規制の方法等事前に協議しておく必

要があるため、施工前に余裕をもって監督員にその内容を報告・協議すること。 

１０. ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ等市で再利用するものは、市により搬出することとするため監督員の指示に従うこと。 

１１. 本特記仕様書に疑義が生じた場合は、速やかに監督員と協議すること。 
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工事看板 参考図 

【看板①】 

 
※間伐材（杉・檜・松） 

 

（例）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※図柄と文字のバランスは、上図を参考とする。 

※下地は、白色とする。 

 

 

 

宍粟市のマスコット 

キャラクター 

しーたん 
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＜工事標示板を明記する工事看板例＞ 

ご迷惑をおかけします 

○○○○○○を
なおしています 

令和〇年〇月〇日まで 

時間帯 9：00～18：00 

○ 〇 〇 〇 工 事 
発注者 宍粟市役所 ○○部 ○○課 
     電話 ６３－○○○○ 
施工者 〇〇○○建設㈱ 
     電話 〇〇ー〇○○○ 

110㎝以上2㎝ 2㎝ 

140㎝以上

12cm 

43cm 

35cm 

11cm 

35cm 

2cm 

2cm 

（注）（１）色彩は、「ご迷惑をおかけします」等の挨拶文、 

     「舗装修繕工事」等の工事種別については青地に

     白抜き文字とし、「〇〇〇〇をなおしています」等の 

     工事内容、工事期間については青色文字、

     その他の文字及び線は黒色、下地を白色とする。 

   （２）縁の余白は 2cm、縁線の太さは 1cm、区画線の 

     太さは 0.5cm とする。

  

【看板②】 

 

【看板③】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜工事標示板を明記する工事看板例＞

180㎝以上

1
7
0
㎝
以

上
市道〇〇線　宍粟市〇〇〇〇事業

平面図及び標準断面図等で表示

竣工延長、幅員等の基本施工諸元を
記入

工事施工場所

完成予定年月　　〇年〇月

施工　　〇〇建設㈱　　

　電話　　○○ー○○○○

設計監理　宍粟市○○部○○課

　電話　　  ６３ー○○○○　　

（注）（１）看板設置箇所を決定し、平面図の方向が

　　　　　現場の方向と合うよう調整する。
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【看板④】 

 

＜週休２日制度対象工事であることを明記する工事看板例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こ
の
工
事
は
、 

週
休
２
日
制 

 
 
 
 
対
象
工
事
で
す
。 

 
 

建
設
産
業
の
労
働
条
件
を
改
善
す
る
た
め
、 

 
 

原
則
土
曜
・日
曜
の
休
工
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

施工者 ●●建設株式会社 

110cm 

140cm 
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